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民
主
主
義
の
も
と
で
の
司
法
審
査

｜
｜
桟
浪
ア
ブ
ロ
’
t

子
、
レ
）
ノ
て
の
射
程
｜
｜

市
γ

主主

久

田
川
町
喝
の
J
山
間
十
ハ
ム

ポ
ー
扇
が
取
り
扱
う
J
i
γ
は一氏、五、
I
義
一
円
川
降
、
使
用
す
る
氏
i
十
丁
義
と
は
、
国
民
が
選

J

ゃ
に
よ
り
代
表
哀
を
波
山
い
L
f
1
z
の
代

友
君
JY
迎
レ
て
同
政
の
共
九
ー
を
決
定
す
る
と
い
ム
J代
LP
氏
、
半
主
義
で
あ
る
）

の
も
と
で
の
一
ロ
ザ
出
合
査
の
問
題
で
－
…
る
υ

ナ
と
わ
ち
、

「いん、土
1
哀
を
刷
叫
ん
マ
と
「
る
窓
法
制
ほ
の
な
か
で
、
何
故
司
法
一
審
や
一
制
が
r
仁川山一

4

さ
れ
る
の
か
と
い
、
、
問
題
ご
あ
る
乙
ア
メ
け
カ
で

（

n
c
c
コJ

丹念ココお］
O
吋↓門店コ
E
戸ハ一五品ハ
d

一↓31
）！か

は
、
司
法
者
去
に
つ
い
て
、
”
と
の
桜
古
的
な
穀
上
］
4

と
ν
て
「
反
多
絞
決

い
っ
M
M
↑門、

じ

u～何ミ一々
、一
f
L
L
f
↓ー一アコ十寸こ、

i
t
：
f
J
L
プ
ペ
イ
；

こ
の
間
起
は
、
憲
法
l
列
挙
さ
れ
に
い
な
い
権
利
や
平
等
仏
護
の
領
域
に
お
い
て
鮮
烈
な
形
ミ
現
れ
る

本
山
知
己
は
、
列
挙
さ
れ
て
い
白
い
怪
利
？

F

一
等
保
込
況
の
問
題
の
桧
討
を
吋
点
じ
て
、
民
一
↓
ニ
認
の
も
と
で
の
司
法
審
奇
の
間
垣
を
考
察
す

るハ
本
稿
心
情
戎
は
以
、
の
巡
り
で
あ
る
。
二
t

で
は
、
実
体
的
T
1

・
プ
U
七
ス
が
掠
起
し
に
同
校
一
円
一
致
河
（
h
の
実
体
的
価
値

川
叫
山
／
UJ
同
町
田

影
山
相
補
「
司
令
〈

｝搾

t
’
吋
」
」
決
内
包
↓
の
実
体
的
術
伯
判
川
一

ufur－
惣
に
汁
し
C
有
力

J

ピ
ヤ
え
を
法
不
し
人

（！メ人民半、 Gi (6 Iゴ， llc1〔2りlキ 1



r日

プ
ロ
セ
ス
担
論
し
）
川
一
乙
問
思
議
訟
を
共
有
し
な
が
、
？
E
、
プ
ロ
セ
ス
思
論

r
は
以
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
L
Lペ
ヨ
一
ま
の
仙
w
f九
条

の
海
釈
を
机
凱
1

1

9

て
ご
か
ら
桧
限
ア
プ
口
イ
ノ
を
導
品
す
る
υ

1

2

一

の
問
忍
に
つ
い
て
、
三
寸
の
助
機
奉
公
キ

、ー

は

J、
円問

T
が
か
り
ト

付
J

保
認
の
但
域
に
お
い
て
1
t
権
限
7
7
V
1
J
を
担
張
－
7
る
υ

「四

こ
れ
ま
で
検
討
し
し
き
た
権
限
7

7

：ま

円、
1
1
1
T
J
Y
M
J
き
彫
れ
に
L
q
J

る
ー
た
め
に
、
同
プ
可
什
ー
二
ノ
日
々
ス
理
論
、
そ
れ
に
代
替
「
る
ヨ
ミ
ロ

S
こ
り
さ
v
F
E
の
司
法
審
査
珂
論
、
き

ら
に
民
i
十
仁
義
の
も
ζ

で一け

4
法
審
丘
ピ
却
す
る
現
在
一
け
一
一
前
九
嶋
を
慨
続
「
司
令
o

r

の
i
て
、
民
下
義
の
も
と
で
の
司
法
審
計
に
時
十

る
一
一
芝
川
心
中
で
、
権
限
F
ヴ
ロ

l
チ
が
い
か
に
総
出
向
づ
け
ら
れ
る
か
を
投
討
す
る
じ
五
一
で
は
、
十
人
体
JU
プュ

l

合
ノ
ロ
セ
ス
に
坦

ず
る
ζ
時
の
M
川
例
主
涯
じ
て
権
限
ア
ァ

U
l
チ
の
妥
中
I
吐
乞
ゆ
、
斗
刊
す
る
〈
宮
ご
し
て
、

~ ／、

で
は
、
権
限
ア
プ
口

l
子
日
目
レ
か
に
民
ム
下

主
義
心
、
も
と
で
心
吋
主
存
在
の
問
題
を
1

「
ん
保
し
て
い
く
か
を
考
察
寸
る

v

災
体
的

J

平ノコヲ
J

凶

f
ロ
セ
ス
の
坂
出
回
、
し
そ
の
苛
閉
店
山
…

V
J

メ
り
カ
亡
は
、
山
店
邦
H
恥
i

両
裁
一
り
伐
悶
レ
L

人
究
体
的
ワ
ム

i
－
ブ
汀
七
ス
の
P
K
4コ
牲
を
契
終
に
し
t
、
見
王
玉
設
の
も
と
で
の
行
f
fぃ

審
告
の
山
町
田
が
出
発
に
－
咲
一
問
主
戸
れ
て
い
る
じ
実
体
的
デ
ュ
：
プ
ロ
セ
ス
と
は
、
修
正
一
凶
条
の
デ
ヱ
i

・
7
3
u
h

ス
条
墳
を
校
側
ピ

にの心一忠法
l
列
挙
さ
れ
C
い
な
い
権
利
な
み
ま
ム
的
住
引
J
1
〆
て
保
障
し
、
、
〕
か
も
ゆ
一
れ
に
け
す
る
制
約
に
対
、
）
C
厳
格
者
本
一

4
一

を
及
ぱ
す
九
の
年
p
耐
で
あ
る
υ

案
件
的

V

7
・
／
口
セ
ス
の
J
h

二
、
訟
の
ら
れ
た
の
は
、
九
C
V一
午
の
一

c
L
Eミ
〈

Z
9
4

J
3
F
に
代
表
さ
れ
る
一

2Jにい叫ん
A
的
河
川
出
で
あ
っ
た
子
、
そ
の
後
、
川
町
泣
的
自
！
ヨ
…
の
間
域
に
お
い
て
実
体
的
デ
ナ
・

7
u
k
ス
は

〕て、
崩
嘆
し
亡
。

L
b
y
し

－市内
A

一
ア
パ
ー
の
河
2
4

に
お
い
亡
、
一
ア
ュ

i
e
（
一
ノ
ロ
む
ス
条
ん
引
を
桜
郊
に
し
と
中
絶
の
権
利
な
認
め
一

ア

、ノ

ロょと
γ メムム

子~；，
乙 ーや
fij ·~· 

r I 

J日」ロ
ドセ
トトd ス
権か
干r; ！主
古ぜ 1古
手； 1

Fソ ザロ，. 0 
さい

~~＇； L 

Yよ

w
－
3
保
護
の
領
域
に
お
い
て
も

実
体
的

ん
了
｝
と
で

」ミ. 
.. 
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実
体
的
J

ノコ

1
・
プ

U

セ
え
は
必
々
な
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
p
～
に
な
る
が
、
代
ヌ
的
な
批
判
と
、
以
て
、
以
下
の
一
つ

ら
れ
る
。
第

に
、
草
川
本
的
株
利
を
保
障
ト
J

る
際
に
、
「
ア
メ
ー
カ
の
派
史
と
伝
統
に

て
い
る
」
、
あ
る
い
は

「
件
医
ヤ
ザ
つ

け
ら
れ
十
一
日
川
の
机
念
日
い
ム
け
ま
れ
る
ヒ
い
う
こ
い
に
い
依
拠
し
て
き
た
パ
小
、
ぞ
れ
が
一
法
昧
ミ
あ
る
と
い
う
こ
こ
で
あ
る
っ
こ
の
立
、

F
P
E
o日
同
川
口
2
2三
日
）
に
お
日
る

m
E
r
p
救吋汁｛いい
ζ

回

5
5
5
裁
判
一
れ
の
刻
立
が
、
、
｝
け
問
題
を
象
似
し
て
い
る
0
4
ι
い
で
は
、

不
川
市
山
対
日
刊
か
ら
生
ま
れ
に
子
仏
に
刻
し
亡
、
寸
六
日
ハ
人
科
に
1
4

日
間
社
閣
を
誌
uyr
亡
い
日
い
州
以
内
心
台
憲
判
hv
問
題
、
〈
、
4

3

に
u
T
J
L
Z
裁
判

守
一
の
い
刊
汁
多
絞

B
Hたは、

H
山
5
利
益
が
単
に
北
川
十
ム
ー
的
2
い
工
っ
た
け
で
な
く
、

次
々
の
引
ム
バ
に
よ
り
伝
統
的
に
保
護
さ
れ
た

H
出

で
な
〈
E
は
芯
ら
な
レ
こ
と
を
強
u

訓
ず
る
（
そ
1
て、

れ
γ
倫
関
係
か
ら
月
三
、
れ

r了
位
ハ
に
訪
問
一
す
る
係
官
い
ん
と
良
川
川
、
げ
る
伝
統
は
な
く
、

利
条
mv
も
l
L
で
保
護
さ
れ
る

出
E
一5
政
判
寸
は
、
目

rk
史
や
伝
統
に
依
拠
寸
る

白
山

には！誠心町
l
L
な
い
と
し
た
さ
ら
に
、

& 1理
的止
f:ll1 と
!1吉し
刈て
側、
をそ
~＇i c!; 

アZ
まの
〉 主主
,_:. i生
三と
のと
-r 」

ぁ＇.＇＊
る5年
目る

件E
'fl' z司
「。
も
し
、
そ

裁
判
1
5
4下

て
、
ロ

2
5
p日
放
判
官
の
町
内
い
い
年
Z
J
品
川
～
は
、
多
数
立
礼
の
依
拠
す

る
限
定
め
伝
統
を
紋
し
，
、
批
判
す
る
、
す
な
わ
ち
、

1

伝
絞

2
い
う
椛

3
が
白
庄
凶
民
怖
に
、
一
呼
的
交
わ
り
ゃ
す
く
、
ま
に
、

つ
か
み
ど

.:cムード設のもとでのい15王侯立

一タヘノローよ

1
4い円－

i

；
L

J

I

、（
L

、
利
一
村
多
数
意
は
が
伝
説
に

o
っ
て
、
窓
法
の
周
囲
に
認
識
で
き
る
境
界
を
設
｛
に
で
き
る
と
い
え

τ）

は
、
見
砕
か
け
で
あ
る
と
い
h

つ
こ
と
UJ
明
白
で
あ
る
（

付
が
F

メ
リ
ノ
刀
の
J
Z刊
に
探
く
松
ざ
、
〆
／
に
い
る
か
は
、

議
論
の
余
地
UJ丸山

る
」
ふ
在
的
な
人
が
特
止
の
伝
統
の
内
科
に
つ
い
て
一
致
せ
ず
、
ま
亡
、

い
な
か
る
伝
統
が

’以前

の
合
唱
抗
ノ
）
関
連
一
百
二
日
か
ピ

つ
い
に
も
武
1

）
な
い
ゆ
え
に
、
情
対
多
数
首
古
川
比
は
自
ら
の
出
求
「
る
容
般
的
な
議
出
汁
を
門
川
市
「
二
ぐ
は
ず
き
な
い
ラ
た
と
え
、

の
伝
t
統
の
』
バ
り
と
申
要
件
に
川
同
意
し
た
と
し
て
も
、
以
r

り
こ
〆
｝
を
な
お
い
う

MTつ
強
訳
し
て
お
か
な
く
て
は
な
hJ
日
い

U

ど
の
時
点

に
お
J

ど
も
、
あ
る
伝
統
は
円
山
け
定
義
に
と
ゥ
て

1
ヘ
刀
に
帥
慨
に
る
涜
神
ー
か
符
ち
、
ま
に
、
ど
の
時
行
に
お
い
て
も
、
占
め
る
伝
統
は
は

自
の
定
義
に
も
は
や
宮
内
述
津
寸
乞
け
た
た
い
ま
で
に
同
町
、
れ
て
し
ま
う
と
レ
う
一
｝
と

c

第
に
、
黒
木
的
権
引
い
の
制
r札
に
対
し
て
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r日

止
法
門
下
附
・
子
段
の
川
札
方
に
つ
い
て
、
公
民
性
心
基
刊
古
川
山
え
た
厳
格
な
ι
昨イイムハへや
h
い
に
や
ま
れ
ぬ
政
市
川
利
益
の
布
一
き
が
及
ぶ
L
Y

い

民
t

一十？十十一むもと
E
ぷ
汀
所
子
、

，v
I
仏
羽
の
判
断
を
三
、
」
ま

J、
円問

芝山門主皇
L
、
そ
し
て
、

う
こ
／
二
、
あ
る
恭
牛
的
拾
引
刊
の
制
約
仁
付
す
る
厳
持
率
蛍
の
適
り
は
、

い
か
な
る
山
何
台

rM告
す
こ
一
こ
が
一
許
容
さ
れ
る
か
乙
い
う
同
志
を
提
起
、

J

た

こ
の
－
寸
つ
に
、
実
体
的
ア
ュ

i
e
プ
ロ
セ
ス
ば
、

一
定
け
列
挙
さ
れ
て
J

な
い
権
刊
に
対
L
て
ト
止
本
的
ま
た
は
亘
交
で
為
る
こ
し
て

わ
附
加
の
保
護
士
『
ど
に
｝
匂
も
の
円
よ
め
り
、

そ
、
｝
で
来
た
）
〆
て
、

叫川値
μ
ん
に
主
U
官
な
も
の
と
そ
、
之
、
な
い
も
の
を
区
切
で
き
る
か
、

叉
一
＼
J

了
、

：
↓
！
l
 

そ
の
よ
～
勺
な
メ
加
は
付
に
立
川
つ
唱
C
行
わ
れ
る
の
か
と
い
工
つ
疑
問
を
中
じ
、
九
ゼ

rの
で
あ
／
J

L

ァ

コ
ま
打
、
主
体
的
ヂ

1
1
・
プ
ロ
セ

ス
は
、
裁
判
白
子
炉
実
体
的
側
也
川
川
町
山
吉
行
う
ご
と
で

円
仙
川
門
川
」
ロ
統
的
に
な
る
の
で
は
白
い
わ
し
fl
了
、
つ
間
訟
を
ヨ
じ
さ
せ
た
U
で
あ
る

同州中主

L24に
お
け
る
格
取
ア
プ
ロ
ー
チ
の
「
夜
間

之一一

ωω

の
廿
0
3
0
コ
里
山
己
0
3
0
ヨ
可
議

先
に
み
ふ
ょ
う
九
、
定
体
的
一
一
J
A
i
－
ブ
汀
セ
ス
じ
、
列
挙
さ
れ
て
い
と
い
権
利
を
μ
郎
防
j
る
に
際
し
一
三
段
判
官
の
実
体
的
情
位

プ
ロ
セ
ス
に
必
γ
戸て、

判
断
の
山
町
田
主
主
じ
さ
せ
た
）
uzλ

体
的
デ
ブ

E
f
u
セ
ス
に
対
「
勺
批
判
を
心
円
討
に
し
て
、
目
的
、
修
半
九
条
げ
た
民
体
的
ヂ
一

1
・

州
以
了
さ
れ
て
い
な

、r
イ
江
川

JηJ
口川

T
Nょ
こ
へ
ノ
、
一
、
、

1
f
f千
fi

「ーだ
J
J

列
挙
さ
れ
C
い
な
い
権
利
の
い
校
拠
に
な
る
J

い
え
ノ
考
え
が
有
力
に
な
ワ
て
い
る
い
そ
店
、
で
、

修
正
ら
パ
条
ピ
つ
い
て
の
近
時
の
議
論
を
川
阿
部
臥
1

）
て
い
く
wγ
乙
に
ナ
ノ
る

修
－
止
九
年
、
f

「
、
」
の
志
法
に
だ
の
権
利
を
列
挙
L
式
、
」
と
を
も
っ
て
、
人
民
の
山
高
ず
る
他
の
務
権
利
J
V
－
否
定
ま
た
は
軽
伺
ー
ナ
人

も
の
こ
解
釈
し
て
は
注
ら
白
川
し
は
、

f
れ
ま
で
そ
の
放
味
小
不
明
確
で
、
そ
も
そ
も
害
法
！
の
権
列
を
が
降
し
～
規
｛
止
ζ

じ
で
は

与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
打
。
し
か
L
、
D
E
J
J
J
L
L

刈
決
に
お
ド
て
、
修
正
九
条
が
ブ
ラ
イ
ハ
J
J

の
議
列
店
ツ
恨
洲
刊
の
っ
と
し
て
訟

必
ら
れ
亡
以
米
、
川
一
市
似
3
、
れ
る
よ
う
に
な
っ
に
－
た
だ
、
修
日
九
条
、
ν可
計
怖
さ
れ
て
弘
亡
し
二
円
っ
て
も
、
修
正
九
条
か
し
か
芯
る
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権
利
を
保
障
ず
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
、
？
錯
綜
、
ぶ
し
い
る
が
、
そ
の
辺
国
は
以
下
の
よ
う
に
与
え
つ
れ
る

r

修一
J
九
条
心
中
市
川
ぷ
ず
る

「
人
民
の
保
有
す
る
仙
の
的
怪
利
L

は
明
郡
市
性
を
欠
き
、

い
か
な
る
格
引
刊
を
ー
も
包
澗
ず
る
も
の
と
も
所
釈
で
き
る
。
も
し
、
、
」
の
均
月
心

に
茶
づ
え
L

が
刊
行
が
や
治
拘
丘
町
間
に
怪
山
刊
を
創
出
f
vれやは

、
氏
、
一
ト
王
誌
の

F
で
の
叶
法
判
世
食
、
〆

た
体
的
？
？
・
プ
ロ
セ
ス

ジ
フ
州
汗
か
ら
重
？
に
凡
な
疑
念
が
斤
1

じ
る
こ
と
に
な
る
n

ざ
一
で
、
修
rt
九
条
は
い
相
い
ら
刀

2品
川
を
保
障
し
ご
い
る
こ
と
は
前
一
法
に

L
（J

つ
、
民
i
十
仁
義
の
で
の
司
法
審
AFr
い
う
絞
占
、
「
な
わ
ち
、

い
か
に
し
亡
絞
判
官
の
宇
、
体
的
情
杭
地
阿
や
は
波

rJる
か

ι力
庁
J
V
F｝

置
く

7
Z押
収
心
修
正
九
条
の
併
J

札
ケ
↓
検
村
ず
る

c
Z一2
の
修
ー
は
九
条
の
館
山
釈
は
、
実
体
的
ヂ
ユ

l

ブ
ロ
ヒ
ス
程
前
を
激
l
く
い
批
判

－d
J
 

C
Jノ
円
七
ス
粧
品
む
し
間
湿
な
誌
を
上
九
有
［
て
い
る
c

し
か
し
、

［
、
裁
問
官
の
I

丈
体
的
而
伯
判
町
内
の
回
避
に
焦
点
を
当
て
る

Z
M｝

2
の
修
U
九
条
の
解
釈
は

の
ブ
ロ
ゲ
ぇ
坪
識
と
同
注
意
識
は
共
有
す
る
と
は
門
っ
て
も
、
ブ
叶
ト
ピ
ス
理
論
と
は
主
く
別
心

も
の
立
み
の

η
、
そ
の
η
M
M
Uは
ヘ
千
く
い
＋
八
九
己
。

、
一
心
白
…
は
、
後
述
「
る

ま
ず
、

Z
ニ
E
は
、
主
体
的
－
ア

ι
i

ブ
7

勾
ス
J
V
以
下
の
ト
人
う
に
批
叫
す
る
r

第
川
、
実
体
的
デ
ュ

1
・
7
汀
て
ス
（
り
ょ
と
し
で

日
出
向
さ
れ
て
き
し
土
法
本
的
私
利
の
性
支
は
、
ー
小
米
修
工
凡
条
の
も
1
J

で
保
持
さ
れ
る
べ
き
権
利
の
恒
己
主
と
は
同
異
な
る
こ
と
、
そ
し
、

.:cムード設のもとでのい15王侯立

＋円八本的
M

刊
利
は
憲
法
ー
の
規
定
の
枝
川
刊
を
欠
く
ζ

い
う
一
一
と
で
あ
る
じ
お
二
に
、
法
判
官
い
よ
る
実
体
的
な
悩
僻
判
断
は
、
不
池
切
な

権
限
り
行
仰
と
あ
一
り

R
f
士
4
7

拾
に
反
す
る
ζ

い
う
」
、
と
で
あ
る
ご
お
の
批
判
ば
、
問
一
M

と
同

J

問
題
玄
設
を
日
ハ
ム
伺

J

て
い
る
、

Z
ニm
ー
に
ζ

っ
て
品
市
古
k
J
ゅのけ
H
M
、
ハ
弟

の
批
判
で
あ
る
」
先
に
み
ず
八
一
て
つ
に
、
実
外
的
3

1

晶
づ
円
七
ス
の
も
ヒ
亡
保
附
さ
れ
て
き

と
基
本
的
株
利
は

に
し
て
以
｛
疋
さ
、
れ
て
き
た
υ
L
か
1
1
2
M
7
2
に

J
l
、
J
r
プ
U
vト
レ
）
い
h

つ

列
挙
さ
札
ず
に
い
は
h

権
利
は
、
松
山
ん
や
伝
統
に
依
拠
「
る
ぷ
本
的
権
利
ー
に
守
し
て
で
は
は
ノ
＼
修
t
t
九
条
の
も
と
で
規
範
的
に
決
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
と
、
う
n

つ
ま
り
、

2
7
ν
況
の
実
品
川
的
デ
ュ

i
－
ノ
ロ
セ
一
人

か
ら
す
れ
ば

夫
体
的
↓
ア
ユ

e

プ
ロ
セ
ス
は
政
判

官
C
I丈
体
的
怖
包
判
断
の

ーどしい二つ己
4

む
診
断
は
正
1
レ、ん、
2

し
れ
を
M

山
政
ヲ
る
た
吟
に
列
挙
、
デ
れ
と
レ
な
い
権

rr＂＇人民半、 Gi (6 121 i 11"7「2りlキ 1



r日

利
の
保
障
す
司
法
石
？
と
で
は
h
a
く
政
治
ブ

u
h
ス
に
安
ね
る
と
し
う
た
ん
筆
は
正
当
で
日
な
し
と
い
ろ
こ
と
に
な
る

一一、ノい九、中」恥也記宇、

；
i
f
j
i
 

検
討
す
る
J

3

J、
円問

7
k
r
d
て
は
、
修
i
九
条
が
単
な
る
イ
ン
ケ
の
し
み
～
主
守
口
味
）

さ
は
ヨ
く
、
雪
授
な
三
味
が
あ
る
こ
こ
合
強
訓
ず
る

zrn
に
ホ

れ
ば
、
修
正
九
条
の

人
民

η
保
λ

什ム
o
J
Q
他
心
ぷ
権
刈
t

は

2
5
 

b

向
円
A
V門
戸

3
5ぐ
に
は
、
他
者
や
社
会
t

之岡山
hL
口古川
J

え
る
こ
乙
の
な
い
佐
人
心
｝
一
山
一
ぽ
司
己
決
定
や
l
律
〆
佐
人
心
ア
／
I

J

シ
子
ィ
一
ア
ィ
や
粕
川

り
お
な
白
巾
に
雨
絞
お
に
渇
わ
る
事
例
」

ァ
ド
湾
わ
る
領
域
で
た
る

η

さ一
2
に
よ
、
れ
ば
、
実
体
的
ヂ
ム

1
・
づ
口
セ
ス
の
も
と
で
山
門
戸
障
さ

れ
て
き

r比一
ιー
前
権
利
は
、
此
作
v
H
九
条
の
も
と
て

5
5
E
5
2
と
し
て
山
片
戸
何
さ
れ
る
べ
き
で
↓
れ
る
と
h
1
1
c

こ
の
よ
h

つに、

接
点
小
的
権
利
を
℃
何
回
A
O
H
M
D

｝
E
－2
5日
可
と
し
て
兆
九
山
す
い
と
で
、
基
本
的
椛
利
パ
コ
ヘ
指
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
え
志
伝
－

C

条
文
の
根
拠
が
な
い
と
い
う
批
判
い
を
出
立
で
き
る
と
い
う

て
は
、
紘
一
孔
条
が
七
2
2
5
2
r
E
E
C日
可
を
保
片
付
し
て
い
る
と
い
う
根
拠
は
と
こ
に
あ
る
の
バ
一
ろ
う

m
n
Z
F切
は
、
耳
目
。
ロ
ロ
｛

E
Z臣
、
目
可
（
り
淵
源
を

HL2｝凶作（
U

市
J
山

μ
い
ん
目
論
、
い
り
？
o

び
、
修
と
九
条
の
た
品
名
で
町
一
り
る
己
包
E
Vロ
の
制
限
政
府
議
に
ま
Jt
、
遡
る
。

こ
こ
さ
ぷ
叉
れ
て
い
ス
の
は
、
快
挙
－
や
か
l

会
に
礼
、
ご
し
油
平
岩
（
羽
民
的
コ
［
志
）
吹
J
j
え
る
一
一
と
の
な
い

H
H
の
制
域
！
と
王
当
な
政
昨
の

権
下
ほ
の
関
係
に
つ
い
亡
で
あ
コ
？
7

一
キ山寸一？一

4lf 

の
い
引
＼
政
府
の
京
一
↓
な
権
限
い
つ
b
て
で
あ
ゐ
し
こ
の
点
、
ァ
2
7。
け
、
官
川
氏
れ

ム
ム
に
お
汁
る
政
府
の
正
市
仕
権
限
の
制
限
乙
ピ
つ
献
：
J

…で、

ま
た
、
三
と
L
2
5
は
制
限
政
社
乙
い
っ
献
点
で
、
政
判
明
の
権
限
川

J

限
界

ア
」
勺
J
t
v

て
き
だ
の
で
あ
る
ヴ
2
2
に
民
れ
ば

社
会
や
他
者
に
刈
L
T
J

ム
ヌ
ロ
志
の
防
d
に
限
ら
れ

政
川
川
の
古
札
r

日
権
限
は

社
会
や
他
者
に
け
刈
ア
司
令
宵
悲
z
V
｝
与
え
日
い

さ
さ
2
2
2
に
対
し
て
、
蒸
本
院
に
政
府
は
介
入
す
る
こ
」
は
で
き
な
い
と
い

う
心
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
三
2
5
m
L
E
E
5
2ぐ
の
重
設
な
志
或
は
、
↓
天
体
的
一
「
斗
・
プ
ロ
セ
ス
の

の
口
出
が
基
本
的
権
別
い
で
あ
る
か
ど
う
か
を
間
ト
つ
の
で
は
は
ノ
＼
そ
れ
を
祇
取
す
る
以
的
の
権
恨

介
人
）
か
ら
7
ザ
ロ

l
ヂ
す
る
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と
に
あ
る
三

つ
ま
り
、
政
行
の
権
限
の
合
同
［
山
川
川
左
問
、
っ
こ
乙
で
、
達
同
［
山
の
政
府
の
介
へ
か
ら
の
白
巾
し
）
し
て

2
c↓

河
内
lv】
】
ハ
U
d
d
l
d
J〈

が
保
附
さ
れ
る
の
と
あ
る
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
権
利
わ
が
障
に
つ
い
て
、
基
本
的
権
利
か
り
政
府
の
介
入
の
台
憲
性
を
問
う
宮
司

さ

E
］
き
一

2
5
2
2
へ
の
ン
フ
卜
は
、
個
人
心
古
い
符
領
域
の
介
入
に
対
ー
て
司
法
長
へ
斗
ヘ
l
v
J叫
ァ
叩
i

的
に
行
使
さ
れ
、
J
n
h

来
／
「
て
つ
い
叶
な

社
会
の
構
築

rf
な
が
る
。

ヲ一
2

3
、
2
4
3
5
p］

角

5
4
3
2号、

｛

炉

、

う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、

一
口
日
陪
手
lhfv｝
淀
七
す
る
n

第

段

陪

で

政

府一

に
よ
り
川
約
さ
れ
る
行
為
日
山
、
公
的
治
域
へ
の
制
約
か
、
弘
前
説
明
へ
の
制
約
か
を
判
U
配
す
る

f

次
に
、
第
二
枝
市
で
、
品
川
領
域
に

対
ず
る
政
府
わ
制
約
と
認
止
ら
れ
ム
～
芯
ら
は

制
約
の
～
円
憲
性

ポ
I
T訊
介
人
が
公
上
八
の
引
訴
に
基
づ
く
も
の
で
お
る
か
芯

J

か

、
ノ
ア

K
「二
d

U

3
司

が
は
取
に
叫
沖
さ
れ
る
、
一
と
に
な
る
公
共
心
利
益
に
つ
い
て
、

z
r
z
は
、
官
2
3
2一
Z
古
里
子
宮
司
が
悩
人
心
口
律

r出
向
わ
る
戸
山
城
で

あ
る
以
十
、
多
数
芦
の
道
山
地
心
的
以
制
ト
け
に
見
一
つ
く
制
約
は
、
公
共
の
利
川
と
は
な
ら
た
い
と
い
弓
う
そ
し
て
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
本

来
引
払
的
領
域
九
付
し
て
政
府
は
介
入
「
ず
る
こ
と
は
で
き
白
い
の
で
、
こ
こ
で
は
段
格
安
有
♂
行
わ
れ
る
こ
と
に

権
現
ア
ブ
口
［
チ
と
は

f困
J、
的

な$ 
f内
11'1 

プ

'"' 古，fj
f或
-" c 

t: 
;,1 

》，E
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.:cムード設のもとでのい15王侯立

ιし
し
般
討
し
て
き
z
l
h
Z
一
ま
の
伐
ト
九
条
の
解
釈
か
ワ
、
権
限
ア
プ
行
チ
主
再
出
す
る
「
ま
ず
、
持
限
v

ブ
ロ
マ
ー
チ
は
、
列
お
き

れ
て

L
な
い
権
利
を
私
的
領
域
と
ヲ
J
V
L
保
＃
点
ず
る
戸
こ
こ
に
い
う
私
的
如
、
域
こ
は
、

他
者
や
什
会
に
危
告
と
一
こ
に
い
う
、
危
パ
白
／
一
は
物
均
的
危
L
H
で
あ
る
）

ι
γ
h
J
与
え
る
白
山
は
弘
的
泊
域
か
っ
除
外
さ
れ
る
υ

そ
し
て
、

宝
ー
限
ア
ブ
ロ
ー
イ
ノ
は
、
政
社
げ
J

私
的
領
成
を
公
共
刀
利
訂
以
外
の
4
d
l
で
制
約
寸
る
こ
と
を
許
さ
お
い
υ

川川、えば、

Z
M
7
1
が
い
対
抗

γ

る
よ
う
に
、
政
府
の
泣
徳
ι出
ば
猷
U

にじ
γ
去
っ
：
介
入
は
、
弘
前
知
肢
を
川
閣
を
一
α2
る
も
の
で
あ
り
計
さ
れ
な

γニ
h

う
べ
き
と
あ
ろ
行

U

そ

L
亡
、
権
限
ア
ザ
ロ
チ
は
、

い
か
な
る
政
刊
の
制
約
が
打
松
山
摂
域
に
汁
ず
る
一
一
存
と
な
る
の
か
と
い
う
J
と
を
山
本
滑
に
し
て
、
政

ハ
り
利
訴
に
法
っ
か
叫
レ
注
守
川
い
の
μ
以
吋
の
介
人
か
ら
の

i

一
山
と
［

問
の
権
恨
の
限
界
を
夜
tι
し
、
同
一
こ
の
同
こ
う
慨
に



r日

保
山
押
す
る

J

政－

rの
権
限
か
、
〔
J

J

ブ
ロ
ー
チ
す
る
手
法
は
、
比
工
、

で
の
司
法
卒
官
官
の
問
川
視
す
考
え
る
ー
に
お
い
て
、
者
援

江
川
市
高
J
W
－
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
υ

株
限
F

ア
口
、
チ
が
、
氏
、
ニ
義
の
う
ち
〈
で
の
司
法
審
人
寸
の
問
rdす
い
か
に
克
服

F
る
か
は
、
後

J、
円問

に
検
討
一
z
q
D

半日？
4
I
W
J散
に
お
け
る
動
機
審
査
の
は
伎
町
と
そ
の
玄
蕊

動
機
審
設
の
展
開

中入に
w
l
生
寸
深
一
歳
。
一
向
山
川
忠
に
つ
レ
て
で
為
る
c

ボ
ア
寺
川
端
訟
の

Rrdは

紙
記
史
的
に
什
ん
と
人
極
左
出
を
防
く
加
と
に
d

わ
り
白
人
種
主
叫

が
疑
わ
し
い
ド
分
で
あ
り
て
わ
に
F
一
し
て
い
吠
格
審
査
が
及
ぶ
と
い
う
こ
2
は、

判
例
a

学
4
V
L

と
え
u
－h
一
人
し
て
い
る

げ
山
、
ド
エ
常
利

mv
も

と
で
の
可
法
審
査
の
観
点
か
ら
問
題
、
f
な
る
心
ん
は
、

人
段
以
外
の
ど
の
よ
う
な
灰
分
に
対
し
て
似
格
者
査
が
妥
当
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る

v

こ
の
間
践
に
つ
の
谷
え
を
折
不
し
た
の
が
、
山
い
い
守
心
十
月
下
J

似
護
理
、
印
、
々
か
で
も
動
機
器
十
九
し
で
町
一
る
υ

規
制
迎
皆
川
仕
…
向
、

を
当
て
動
機
審
査
は
、
権
限
ア
プ
ロ
ー
i
T
J
鋭
利
牲
を
ん
つ
す
る
。

そ
こ
で
、
動
機
石
？
と
を
め
ぐ
る
判
例
と
ぺ
γ
説
の
民
間
な
見
て
し
く
こ
と
に
す
る
一

動
機
T

一
官
の
妥
巾
性
を
め
ぐ
っ
て
は
山
く
か

へ
削
ヤ
え
ら
れ

九
仁
（

U
4代
以
降
、
動
機
審
利
回
は
政
附
の
い
h
的
な
い

ν
志
図
な
問
問
と

rる
ヴ
ロ
で
川
悦
阿
寸
る
こ
と
に
な
っ
た
、

そ
の
こ
L

一
が
明
確
に
主
ワ
亡
の
は
、

三
人
あ
る
」
本
件
と
は
、

ソ
ン
ン
ト
ン
特
別
い
の
警
察
白

九
。
白
八
年
の
五
一
プ
プ
ニ
五
一
三
：

の
探
い
い
川
に
際
し
て
、
一
説
開
花
心
試
肢
の
結
果
、
黒
人
が
古
川
い
説
へ
じ
で
γ

ハ
採
尽
乙
な
一
つ
に
こ
と
が
、

以
ず
る
か
ど
う
か
が
主

わ
れ
た
0
4」
三
宅
裁
川
｛
口
の
法
廷

4

一
兄
は

主
計
ノ

十込
J
W
伴－
A
心
中
心
的
な
ヨ
的
が

人
組
に
主
っ
く
公
務
員
の
宗
別
を
防
く
い
一
、
二

忘
る
と
い
』
つ
、
」
と
を
時
体
認
す
る
口
そ
L
て
、
ヤ
一
れ
ま
で
、
で
サ
伝
説
の
も
と
で
予
し
け
れ
て
い
る
法
件
や
公
務
員
の
行
為
P
1等
保
茂
ピ

尽
す
る
か
ど
う
カ
に
つ
い
q

て
、
人
種
主
叫
判
中
J
E
反
映
し
て
い
る
か
を
宅
占
閉
山
す
る
こ
と

h
j＼
京
出
効
果
に
け
で
泣
志
と
し
た

HTL
は
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九品い
i
y
」い

そ
こ
で
、
人
種
坊
司
令
の
閉
引
例
で
小
さ
れ
た
「
人
一
一
阜
別
で
あ
る
と
土
張
さ
れ
る
法
の
不
快
な
性
震
は
、
出
九
九
開
附
に
、
人

祖
芸
別
日
的
に
ナ
ん
ど
り
つ
く
も
の
で
な
け
れ
以
な
ら
な
い

L
F
Jて
、
乙
別
試
肉
や
菩
別
日
的
を
常
一
出
品
す
る
原
却
に
F
h日
け
す
る
そ
1

）

亡
、
「
川
出
廷
は
、
こ
れ
ま
で
同
に
人
神
的
影
響
一
今
大
き
く
受
け
て
い
る
ζ

い
う
ご
乙
立
法
律
を
涜
憲
「
〆
行
二
、
こ
は
主
い
υ

人
捕
河
内

は
な
い
。
す
日
わ
ら
、

そ
れ
が
産
法
に

k
h
性
心

H
さ
れ
て
ゴ
一
不
快
は
人
材
再
別

m
V壮
一
の
ム
準
で

人
続
的
二
不
釣
り
台
い
な

f
ン
パ
フ
ト

μ
一
け
と
は
、
以
J
M
V
者
査
に
ハ
叶
J
と
れ
る
こ
い
う
凡
ル
ヤ
」
J
寺
山

L
U
い』

に
一
小
釣
hpA品
円
二
ザ
イ
ン
パ
ク
ト
は
ん
川
、
冴
係
で
は
な
い
が
、

と
し
戸
～
の
で
あ
り
わ
伽
じ
と
の
よ
う
仏
友
判
決
で
は

主
性
リ
保
護
述
尽
と
す
る
に
は
丘
叫
ん
ι

的
美
別
山
一
副
哲

J

が
必
要
で
あ
る
と
い
工
つ
準
叫
が
惇

J
ν
τ
J
れ
、
午
、
れ
は
川
山
慌
の
判
例
ご
と
し
て
、
人
市
内
差
別

ー
も
機
一
北
さ
れ
て
い

円
山
初
に
、
品
目
機
審
査
の
弔
裂
性

r
若
円
L
、
封
一
被
審
査
を
店
内
清
ル
ー
し
た
の
は
、
巴
〈
で
め
る
己
ぐ
は
均
一
概
者
白
を
以
ド
ー
の
よ
う

r

理
論
化
す
る

υ

一
人
段
、
宗
教
、
政
治
を
基
礎
に
し
亡
、
為
る
い
村
、
法
川
仏
ハ
ピ
ノ
れ
2
7
必
務
戸
、
が
、
日
ら
げ
が
好
＃
で
は
な
い
J
い
う
こ
と

を

mi比
に
し
て
、
人
々
を
民
択
し
重
7

入
な
利
心
の
剥
奪
J
h

ふ
つ
う
こ

2
は
、
筆
、
ふ
に
一
致
し
た
ι

い
し
こ
の
よ
う
な
時
択
昨
理
が
川
引
い
ら
れ

に
と
き

ン
ス
一
ソ
ム
は
認
作
動
吉
弘
ど
し
て
い

つ
ま
り
、
動
機
辞
去
は
、
権
限
ア
ブ
ロ
l
i
子
と
同
様
に
、
政
的
〈
U
行
r片
付
の
一

tI

.:cムード設のもとでのい15王侯立

の
「
士
、
ノ
な
ー
も
の
で
あ
る
か
と
し
う
こ
と
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る

J

さ
ら
に
、
同
一
可
ば
、
動
機
ι帯
十
品
す
疑
わ
し
い
M
門
分
JE結
〈
H

ふご
AJ

い
区
分
の
も
と
で
の
厳
格
脊
十
全
の
機
能
川
和
N

t

虚
店
の
刑
問
機
を
洗
い
山
す
こ
と
に
あ
る
い

動
機
審
査
の
意
穀

動
機
帯
査
は
、
冗
に
つ
ベ
ノ
た
よ
う
に
と

L
て
人
功
一
元
引
の
よ
う
な
「
獄
わ

L
い
区
分
L

の
均
一
七
J
J
ー
に
用
い

川
町
で
は
ー
疑
わ
し
h

一
一
分
」

ζ

さ
れ
日
い
は
i

一
川
に
も
拡
？
パ
さ
れ
て
明
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
に

G) 

』土

ブ
ー
ト
φ

ス
タ

J
7
に
対
す
る
詐
欺
守
防

d
す
る
た
吟
ピ
、
判
或
渇
係
に
も
格
矧
河
係
に
J

凸
な
い
布
を
ふ
く
わ
）
（
ぶ
拾
を

y

ド
・
ス

γ
／
J

ノ
の
資
松
川
h
y

ん
じ
ふ
一
甘
ん
ら
さ
出
向
）
2
v
f
v門

k
k
n
E
C
一吉宗
v

〈
Y
A
C
2
1
5
で
あ
る
し

ら
排
除
し
た

7
1
i
令
ス
タ
ペ
ソ
法
の
ら
口
窓
生
が
下
わ
れ
た

iii 
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r日

｝凶寸
2
－E
コ
裁
判
V
の
法
げ
犯
意
見
は
、
問
題
と
伝
ワ
て
い
る
】
ノ
？
ド
－
ス
タ
ン
f

法
が
、
そ
の
制
ph
辺
政
か
ム

J

み
て
、

7

マ
ー
ド
・
ス
ゲ

／
プ
ソ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ヒ
ッ
ピ
ー
を
抗
除
「
る
白
図
L
か
在
い
と
L
た
ハ
，
て
L
J
L
、
7

、
ド
・
ス
タ
ン
プ
訟
は
政
治
的
に
人
気
の
な
い

J、
円問

集
団
に
対
し
て
岩
廷
を
リ
え
る
こ
こ
を
は
的
／
了
て
お
り
、
政
府
の
正
J

な
引
刊
誌
一
を
構
成
L
z
J
い
こ
し
て
、

一
川
河

口語中
E

ど
し
た
の
で
占
め
る
ハ
主
に
、
Uiι

的
障
古
者
へ
ヰ
H
5
2
5一｝可

『
ノ
下
ド
e

ス
タ
／
ア
よ
い
を

の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
‘
ホ

i
ム
心
υAiげ
に
つ

J
ζ
特
別

の
計
り
を
U
世
求
す
る
山
の
／

1
二
〆
ゲ
条
析
の
も
乙
三
、
ι
知
的
問
同
士
口
苦
心
小
人
げ
の
の
焦
九
i

位
宅
の
υ

昌
吉
り
や
併
が
予
わ
れ
日
二
九
八
J
4
年

日一

5
3
。
一
行
一
L
U
C
3
合
引
（
ソ
T
L
v
c
コ
ヌ
レ
ご
主
主
？
】
三
ミ
で
も
だ
別
立
叫
、
い
間
続
に
認
仇
旬
、
b
、
れ
て
司
る
し
J

司一一
42一裁判刊一
J

（
り
法
山
民
意
見

は
、
挫
五
及
が
知
的
川
叫
ん
L
口
者
を

疑
わ
し
い

F

一二，
S
4岱
ハ

μ
コ
ご
門
戸

」
純
一
小
し
た
w

一
と
と
な
ヘ
わ
C

i

L

R

－
 

に市
T

じ
る
一
同
ハ
J
H

め
る
と
し
た
一
で
、
半
刊
で
が
門
出
と
な
っ
づ
い
る
条
例
に
は
、

一
般
的
な
比
礼
会
径
両
I
B
M
L
M

に
適
川
き
れ
る
〈
」
川
崎
性
心
寄
ん
は
が
安
中
l
寸
る

c 

法
斗
」
立
見
は
、

特
別
の
許
可
の
似
拠
を
検
討
L
、

条
例
の
本
咋
ハ
の
治
市
は

九
／｛ 

｝ 

じヲ

図

。
同

tTうよ
〆 U

[; "' 11! 
5三拠

！＇：ィ、
ノ＼
~ 

ユ雫

偏
見

ぷつ
匂

と

一戸f

？瑳ぃ円一叩いて
LvmY
匂〉一
7
レ
L
九

r
h
p
A
J
H

州
や
地
ん
の
政
応
機
悶
が
同
性
足
芸
を
f
r
ハ別か、つね体一一

ー
る
」
と
そ
禁
止
し

rr
憲
法
心
規
定
の
効
果
JY
険一日

の
ほ
宏
、
U

改
一
が
予
わ
れ
た
。
閉
店
日
々
裁
判
一
れ
の
ほ
任
一
内
、
比
は
、

ず
る
）
品
川
憲
法
の
規
定
け
、
同
川
川
1

公
表
↓
へ
の
特
別
扱
い
古
否
定
す
る
の

般
的
合
法
山
店
、
政
災
に
よ
る
同
性
殺
者
の
保
議

主
ぶ
一
｛
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

ν

「
持
｛
一
に
の
ゑ
凶
だ
け
が
政
附
の
助
力
を
え
め
ら
れ
な
い
と
す
る
の
は
、

文’
J

通
わ
法
の

つ
ま
り
、

て
い
る
」
二
、
｝
に
な
る
の
で
あ
る
ロ
ま
た
、
先
日
間
（
門
店
｝
M
O
三

三

ぐ
豆
つ
2
2
2

で
は
、
千
等

幻
与
は
昨
が
あ
る
こ
す
れ
ば
、

少
な
く
乙
も
、

そ
れ
は
政
治
的

引
い
集
同
に
叫
刊
す
る
ひ
き
川
口
1

／
の
政
宗
は
花
r

人
司
政
付
利
弘
J
U
Y

－
構
成
し
な
い
i

こ
ζ
ト
f

明
憾
に

3
れ
て
い
ゐ
口
し
た
が
勺
て
、

釦叫
μ
死
さ
れ
た
比
一
件
い
い
の
斗
的
が
特
定
の
集
庇
に
対
す
る
敵

意
に
長
つ
〈
場
合
は
正
当
日
門
的
に
資
す
る
も
の
で
は
な
く
、

に
と
え
緩
や
か
な
存
在
に
茶
づ
い
て
も

γ
呼
伝
詫
違
反
と
仕
る
こ
し
ゅ
人

σコ
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こ
の
「
さ
な
助
機
存
在
お
山
門
H

代
同
に
は
、
「
疑
わ
し
し
M
円
分
は
当
然
の
二
と
な
が
ら
、
た
乙
え

、
J

人
↓
止
と
ま
ι
よ
く
と
も

し
｜
／
l

γ
ハ
ム
口
述
な
偏
川
主
主

rrε
動
機
に
よ
っ
て
政
治
的
に
人
気
の
ヨ
い
呉
川
を

p

平
別
す
る
ご
と
は
市
川
守
保
広
伐
に
最
も
以
ず
る
芸
別
で
あ
川
、

予
ど
の
よ
う
な
ぷ
川
を
排
除

f
る
こ
ζ

が
裁
判
所
心
役
割
で
あ
る
と
の
考
え
子
う
か
が
え
る
の

さ
ら
に
、
助
隊
存
査
は
、
氏
、
i
仁
工
義
の
も
と
で
の
司
法
審
む
の
比
較
ぃ
刀
か
ら
J
h
Z
ムコ
4

あ
る
と
い
え
る
。
も
し
、
千
六
別
結
果
。
λ
を
重

刻
し
亡
、

ν
法
に
お
け
る
実
体
的
ャ
ー
断
ピ
救
明
日
可
子
踏
み
込
ん

C
Lま
え
ば
、

本
来
立
法
府
が
行
、
つ
べ
き
福
祉
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
日
日
こ

日一川
U
P式
的
利
v
M
に
な
一
す
る
し
分
説
h
v
i京
判
所
が
行
う
ご
と
は
辺
り

以
下
ド
誌
と
の
湾
fM
叩に

b
い
ヨ
て
重
大
な
疑
義
主
パ
l

じ
さ
せ
る
こ
し
〈
仁

ヘ
う
る
〈
こ
の
点
、
羽
判
明
零
脊
に
お
け
る
裁
判
所
の
役
割
は
、

υ
法
の
実
体
的
判
阪
を
審
有
す
る
も
の
い
に
は
な
く
、
法
律
？
動
機
あ
る
い

は
目
的
に
主
将
h
b
z

当
て
て
、
意
M
N
的
広
別
p
ど
排
除
す
る
こ
と
に
限
！
辺
き
れ
る

v

つ
ま
り
、
動
機
審
査
は
、
ぷ
判
所
C
山
守
州
引
を
定
例
的
点

別
む
抗
除
に
限
定
十
づ
る
こ
と
亡
、
中
止
終
的
問
値
判
断
を
肝
時
一
L
上
う
と
「
る
も
む
て
ゐ
る
ν

し
に
が
コ
て
、
効
楼
寄
奈
は
ー
氏
、
ム
下
義
心

も
と
で
の
妥
ψ
ー
な
町
民
存
者
、
り
役
割
で
あ
る
と
い

四

阿
川
ア
プ
ロ

i
ず
こ
そ
の
射
秤

.:cムード設のもとでのい15王侯立

四

開
一
て
の
プ
ロ
セ
ス
理
論
の
意
義
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判

、7
れ
ま
で
険
副
し
て
き
に
椛
限
マ
フ
ロ
ー
チ
を
浮
き
限
り
に
す
べ
く
、
一
一
ケ
ニ
U
プ
ロ
セ
ス
攻
論
を
始
め
と
ず
る

N
4
ョ
表
川
J
4
4
F
で

の
司
法
辞
意
工
に
凶

f
る
諸
法
論
古
紙
裁
ー
）
、

の
間
4也
九
J晴
と
崎l
限
F

F

／口、

J
J
C
関
係
を
お
述
す
る
。

1
3
 

3
官

の
ァ
ロ
セ
ス
立
論
に
一
J

い
て
で
あ
る
。
同
｝
ぐ
は
、
害
法
山
八
円
い
お
い
て
児
山
一
o
J
f
ζ

り
で
き
な
い
主
柄
本
的
F

唯
利
を
絞
判
所

が江川
J

烹
す
る
こ
」
を
認
め
る
す
べ

γ
の
ド
ノ
併
を
円
以
刈
ず

Q
u
Eぐ
は
、
こ
れ
ま

C
茶
木
的
権
吋
刊
の
源
泉
、
と
六
れ
て
い
4
0
も
の
、

ち
、
裁
判
点
一
の
悩
伯
、
自
然
法
、
中

updM胤
到
、
住
所
、
伝
統
、
「
一
ン
七
ン
汁
ス
、
羽
一
訟
の
予
行
を
す
べ

C
検
討
す
る
－
こ
れ
ら
の
基
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r日

十
品
的
権
利
の
淑
山
抗
こ
さ
れ
る
も
の
は
、
給
付
の
と
ご
ろ
、
裁
判
官
個
人
一
？
必
本
的
な
も
の
と
思
う
姉
伯
に
過
ぎ
な
い
と
訓
刊
す
る

v
f

ー
／
て
、
己
州
は
、
こ
の
よ
う
な
蒸
本
的
保
利
の
保
護
を
裁
汀
川
の
役
割
1

「
／
て
訟
の
る
、
」
と
は
、
民
÷

t

い
ぐ
批
判

γ

J、
円問

r
J
一で

ば
、
民
ヨ
牛
義
の
ふ
と
で
妥
川
な
司
法
帝
査
攻
論
と
し
て
、
（
一

5
－r雪
山
手
完
一
5
z
川
決
の
胸
、
U
4
に
沿
う
形
て
、

参
加
志
向
的
e

代
表
地
強
的
司
法
審
査
ア
プ
口
イ
ナ
ji

（
℃
山
E
F
F
℃門戸【戸川イロ

2
2
m
l
H
M↓
F
m
L
U
H
m
u℃い門〔
uzml口一
E
C
R
V門
戸
宍
｝
口
JH3宍
｝
口
氏

b
勺
℃
円
C
Z
F
d
r
r
v

コJ

〈一の
4
1
）
、
ず
J

日
、
わ
ち

あ
れ
、
ご
仙
の
山
た
ル
小
リ
市
川
値
引
、
認
め
と
重
要
て
あ
る
と
百
九
一
本
的
で
あ
る
乙
カ
J
い
h

こ
こ
て
は

な
く
、
決
切
に
悩
旬
一
一
U
持
｛
心
さ
れ
訓
給
さ
れ
る
の
が
い
A
さ
わ
し
い
訣
れ
フ
口
E
ス

川一

恥
し
に
参
加
す
る
機
会
が
、
不
当

ι机
幌
大
れ
f
c
f
ご
っ
か
に
柁
点
乞
お
く

あ
る
レ
は

いγ
れ
ら
の
ァ
日
セ
ス
が
i

茂
成
し
た
調

寸
寸
法
比
百
年
程
へ
前
官
提
唱
す
る

t

そ
の
安
点
は
、
J
A
仇
の
一
ト
門
戸
で

め
る
第

L

、
芯
院
は
実
私
的
判
偵
の
選
れ
や
調
格
女
川
礼
治
プ
っ
て
ス
に
一
1yね
て
い
。
η

も
J

ば
ら
矧
人
の
紛
下
解
決
に
お
け
Q

千

続
的
公
一
l
f

小
文
字
心
。
フ
門
一
ゼ
ス
｝

yf

プ
門
ゼ
ス
と
配
分
＼
心
参
加
（
krr人
字
の
プ
け
さ
人
／
わ
ん
川
崎
し
て
い
る
）
第
二
に
、

そ
の
よ
ぷ
な
同
ι
出
宗
十
立
て
あ
る
と
、
り
ば
、

「
ア
メ
リ
カ
の
代
玄
足
、
土
木
表
制
肢
の
根
底
に
あ
る
前
振
と
乎
肩
し
な
い
ば
か
り
、
伊
、
送
内

の
仕
組
み
ゆ
え
い
と
て
れ
と
〈
i

く
支
え
る
も
の
ご
丸
る
u

第
二
、
裁
判
｛
れ
は
、
政
治
プ
ロ
て
ス
心
外
部
に
有
在
日
か
っ
一
、
身

分
保
防
を
叉
け
て
い
る
の
で
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
の
機
防
防
中
に
つ
い
て
γ
付
制
「
る
に
ふ
さ
わ
し
い
Y
V
場
に
あ
が

以
上
見
て
き
た
問
干
の
ソ
口
令
ス
担
論
の
特
設
は
、
以

f
の
土
…
に
H
U
い
U

F
こ
と
が
で
き
る

ν
r一｝つは民エ＋？す寺一
t
の
関
係
に
h
L

パドて
J

川
法
審
公
を
正
当
化
f
る
に
際
し
て
、
政
治
y
u
セ
ス
の
是
正
に
つ
い
て
は
、
政
治
プ
円
い
セ
ス
そ
れ
山
林
に
－
安
ね
る
こ
い
し
は
で
き

ず
、
政
治
フ
ロ
ャ
ス
の
外
に
あ
る
裁
判
所
だ
か
っ
ご
そ
ふ
さ
わ
1

〆
い
役
割
で
あ
令
主
↓
出
世
す
る
の
で
あ
る
。
司
法
事
奇
の
役
割
守
、
」
の

、
司
法
審
公
沈
下
に
民
主
弐
ζ

才
慌
し
な
い

ザ山

化
で
き
る
い

γ
t
に
な
る
の
で
為
る
。

わ
ぺ
民
主
主
義
を

の
J
し
て
償
問
的
に
rtψ

同
一
可
の
刀
法
審
脊
理
論
に
は

つ
の
重
安
ん
主
川
山
義
口
あ
る
と
い
え
る
〈
お
一
仏
、
列
挙
さ
れ
に
レ
な
い

V

一ヘ、
f
i
、

』
一
v

し

'Piえ人法学； GO 、＇.G12尽j キJo4i:2υ1'. 3、



5
4いの条十人工〆

っ
さ
い
か
↓
あ
る
か
ア
hu
か、

あ
る
い
は
、

政
治
中
若
手
前
に
不
可
欠
か
y
hっし
m
’
と
い
う
し
い
が
、
件
U
7
一
設
定
す
る
一
」
と
で
、

古
に
よ
る
列
、
令
さ
れ
て
い
白
い
怪
引
刊
の
保
障
の
限
界
十
誌
や
v

ど
こ
こ
に
あ
る
お
こ
に
、
己
ぐ
の
J

川
法
審
公
述
調
が
、
裁
判
日
の
字
、

体
的
制
傾
判
断
を
凶
避
す
る
た
め
に
、
民
ヨ
牛
誌
の
構
成
に
TmfH4
欠
な
ザ
ロ
セ
一
人
yu

フ
ロ
U
ス
カ
ヲ
も
た
ら
す

J

中
元
れ
を
区
別
1

J

た
ー
で
、

民
t
仁
工
義
心
構
成
に
f

ハ
可
欠
仕
プ
ロ
ヒ
ス
的
権
刊

L
t現
け
司
自
や
選
挙
権
」
中
手
厚
く
伝
送
F
J
4
0
、
｝
乙
が
、
ハ
民
王
、
王
衰
の
も
こ
で
の

L
～JL
一
こ
で
お
る
ハ
こ
の
白
川
は
、
池
の
字
礼
に
よ
り
十
人
持
ヘ
r
に
れ
と
い
る
ハ

寸
法
事
l
h
μ

の
正
中

コ
ま
り
、

故
川
川
析
が
プ
ロ
セ
ス
の
補
強
J
1
ぉ
、
一
ヲ
ー
こ
t
j
h
V
4
L
一
凶
か
ら
求
め
る
、
｝
と

で
、
司
法
審
告
班
議
官
一
権
利
前
か
ら

k
、
土
義
論
に

転
化
し
た

'1) 

し
か
し

の
ブ
口
仁
ス
理
識
は
、
心
々
な
批
判
乞
呼
ひ
起
こ
す
こ
と
に
迂
る
巴
可
の
ブ
ワ
ヒ
ス

ん
だ
す
る
批
判
の
多
く

は
、
プ
ロ
セ
ス
と
実
れ
れ
い
り
区
別
に
集
中
し
て
い
る
コ
つ
ま

η
、
中
人
件
的
罰
法
判
桁
を
抜
き
に
、

い
す
刀
に
し
こ
c
J
口
セ
ス
と
実
体
？
υい分

ず
る
か
1
／
い
う
隷
占
が
指
扮
さ
れ
C
い
る
の

四

芦
一
世
ヨ
き
の
司
法
審
査
理
論
と
巴
耳
O
喜
一
コ
の
司
法
審
査
理
論

.:cムード設のもとでのい15王侯立

ι上
で
は
、
計
一
可
の
フ

μ
七
ス
忠
弘
州
心
意
義
と
そ
れ
に
対
ず
る
批
判
乞
見
て
き
1
2
次
に
、
与
の
で
一
ノ
ん
d
払
γ戸
店
主
克
服
す
べ
く
、

Tn
干
の
プ
ロ
セ
ス
程
前
に
代
ぃ
開
げ
す
る
つ
の
司
法
育
事
一
F
ム
前
古
険
討
す
る

r

つ
は
、
司
法
審
十
♂
の
射
和
を
絞
め
る
さ
ミ
ヨ

5
の
担

人
一
岬
で
あ
旬
、
ん
f

コ
は
、
均
利
掃
の
献
弐
か
L
，
司
法
審
交
の
封
訟
を
弘
ト
八
ず
る
ご
2
3
E
D
の
州
内
論
と
あ
る
。

R
F
Z
wち
に
も
ナ
れ
は
己
M
v

の
プ
U
ヒ
ス
攻
論
は
あ
た
か
も
プ
ロ
セ
ス
と
実
体
J
q

白川川；

品
川
ρ
円
の
i
人
体
的
姉
怖
を
刊
院
と
き

る
か
の
よ
う
な
誤
解
か
招
い
に
こ
い
行

U
5
2
d
E
に
よ
れ
ば
、
百
可
の
プ
ロ
セ
ス
攻
八
一
川
は
プ
ロ
セ
ス
こ
ど
ι
ル中心

μ
切
に
成
功
し
て

ρ
な
い
と
い
事
1

公
司
は
当
た
っ
て
い
る
と
す
る

U

同｝門戸内阿阿戸町
5
は、

ブ
ロ
七
ス
述
論
に
お
け
る

4
来
あ
る
で
J
U
（
マ
ロ
ト
ス
と
主
体
円
八
！

そ
も
そ
も
つ
円
七
人
在
人
町
は
、

同一可

U
戸行、

J

た
よ

q
一ぱ
M
m
R
で
は
な
w

と
し
て
、

以
十
心
」
戸
つ
に

ι扶
ず
る
し

小た体

ι践
す

1
3

、

門
h
M

古

衣見
判

は

（！メ人民半、 Gi (6 12c' llG＂〔2りlキ 1



r日

る
価
情
判
断
は
不
安
で
あ
る
と
し
、

f
u
七
ス
担
論
に
お
け
る
本
来
の
フ
ロ
山
一
ス
と
主
体
の
凶
別
が
長
求
す
る
の
は
、

当
該
政
策

決
定
に
つ
い
て
、
守
法
壮
よ
り
も
可
作
休
刊
に
－
o

っ
て
行
う
方
が
山
一
切
で
あ
る
領
域
C
認
定
に
際
し
て
の

Pν
件
で
あ
る
乙
い
う
の
で

J、
円問

H
0
2
2
h
E
N
ケ
デ
れ
ば
、

私心

J
G
こ川

ブ
日
セ
ス
注
請
に
／
一
り
最
安
な
の
は
、
あ
く
ま
で
政
治
プ
ロ
セ
ス
へ
り
形
式
的
日
参
加
の
保
降
が
革
委
で

工
／

l
レ
／
子
メ
シ
ト
珂
論
こ
祢
す
る
可
川
、
経
世
坪
論
争
抜
鳴
す
る
u

こ
の
寸
法
梓
A
H
述

d

二
三
、
閉
山
一
ミ
ロ
ピ
5
は

則自
は

の
1
4
法
審
査
担
一
市
同
線
に
、
攻
ム
ロ
プ
ロ
セ
ス
心
欠
航
を
是
正
す
る
と
と
を
判
拘
と
L
q
J

る
c

否
ミ
ヨ
EF
は
、
一
以
泊
ブ
ロ
セ

ス
の
欠
陥
守
、
成
治
的
多
数
者
が
一
年
壕

M
h
）
を
振
り
向
け
じ
の
布
引
な
？
J
v

場
人
乞
再
定
化
さ
廿
ょ
う
と
す
る
「
一
ム
〆
ト
レ
ン
チ
メ
J

ト

E
H
E
2
2
5
3と
と
い
弓
机
乏
で
説
山
す
る

V
5
2
E
2
M
（
山
♂
い
弓
一
ゴ
／
ヘ
レ
ノ
チ
メ
ン
に
は
、
立
伝
者

r
よ
る
一
ム
シ
レ
ン

チ
メ
ン
ヘ
よ
時
間
結
制
的
な
L

ン
ト
L
ン
ヂ
メ
〆
号
、

5
3
3！有ロニ
E
E
E弓
Ewの
7
5
3立
が
た
引
一
一
i

ず
る
へ
前
者
は
、
立
は
高
が
じ
己

の
臓
に
L
〆
ど
ま
り
七
い
に
め
に
、
凹
J

以
の
山
刊
日
比
γ
」
年
初
し
て
行
動
ポ
る
場
ム
け
と
あ
る
ハ
勺
付
者
は
、
足
時
点
で
の
多
数
吾
川
戸
、
将
来
を
拘

う
と
す
る
場
合
で
お
る
。
七
だ
、
ー
～
ン
ト
ソ
〆

J
7
4
ン
ト
」

取
す
る
ふ
め
に
攻
有
心
支
配
力
中
」
将
心
不
に
ま
で

て
も
、
直
一
ち
い
、
司
法
官
容
の
汗
使
が
1
M
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
し
い
し
民
登
主
－
4
引
へ
の
似
指
か
、
つ
」
叶
次
容
大
門
一
の
行
使
が
王
？
だ
さ
れ

る
た
め
の
問
つ
の
長
件
を
設
定
、
υ

て
い
る
c

そ
v

て、

5
5
2
5
は
、
内
り
の
司
法
審
査
用
品
が
妥
当
す
る
制
対
と
、
ぷ
l

」
挙
げ
る
の

は
、
還
り
ゃ
い
11山
り
の
ポ
平
甘
す
の
み
で
あ
る

こ
の
で
「
に
、
三
五
回
一
言
に

o
h
リ
山
構
成
さ
れ
た
ブ
円
セ
ス
河
川
崎
の
も
と
に
は
、
民
主
山
花
こ
の
関
係
で
正
当
化
さ
れ
る
可
状
否

上
位
攻
八
一
川
の
お
科
が
一
去
ろ
し
い
科
技
い
B

J

も
の
乙
な
る
。
し
か
し
、
て
れ
は
プ
ロ
セ
ス
謹
《
摘
が

多
数
、
ほ
主
義
の

uf」
忙
を

J

川
う
の
、
川

件
ん
」
〆
｝
す
る
以
仁
、

一必枚、柏町片山
J
h
d

～ιり
さ
れ
る
結
果
i

な
の

こ
れ
に
対
し
て
、
己
主
》
ユ

5
は
、
何
一
旬
の
プ
ロ
セ
ス
逃
散
が
前
J
ふと

rJる
功
打
机
＋
仁
義
ん
と
松
山
L
f
る
c

む
を
hvぺ
T
4
2

の
埋
設
は
、
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保
山
仲
の
あ
り
布
、
司
法
官
存
【
心
主
申
寸
一
作
ピ
コ
し
い
て
、

プ
ロ
セ
ス
担
論
こ
汁
yv悶
係
に
あ
り
、
そ
れ
を
批
判
「
る
も
の
で
あ
る

ν

円
〉
〈
さ
み
ニ
は
、

ァ
ロ
セ
ス
珂
リ
誠
心
靴
院
と
す
る
功
利
土
茶
J
V
一
「
具
、
川
体
の
々
什
構
r
A
川U
ハ
の
願
旦
を
他
町
一
構
成
試
の
願
望
エ
と
ん

Jm他

／
）
扱
う
d
一の
r
「

、
功
利
主
義
ー
や
ら
合
人
の

C
4
0
E
2
は
、
功
一
利
義
に
は
限
界
予
あ
る
こ
乙
を
指
折
ず
る
ラ

ヨ
を
け
主
成
で
き
な
い
場
合
で
為
る
。
例
え
ば
、
社
会
に
お
い
つ
、
人
粧
÷
J

切
が
打
点
「
る
均
台
、
財
心
配
一
万
に
お
い
ザ
｛
、
、
九
」
人
h
f

へ
と

し
て
数
手
？
れ
る
べ
き
で
為
る
ζ

い
丹
原
則
が
崩
れ
、
川
一
人
は
一
人
叶
ー
で
の
？
h
の
と
し
て
カ
ウ
〆
l
F
ー
さ
れ
、
日
人
は
一
九
以
上
の
も
の

と
し
て
カ
ウ
ン
！
さ
札
7
G
c

ま
た
、
通
徳
的
市
川
市
問
で
ポ
ル
ノ
雑
誌
を
読
む
こ
と
｝
川
判
決
止
ヲ
ξ
品
川
策
J

じ、

ポ
ル
ノ
宮
市
み
た
い
人
心
開
設
好

げ
か
カ
ウ
〆
ト

3
4
5
L
C
2
は
、
こ
の
よ
う
な
立
法
を
民
主
的
、
市
政
治
法
程
で
排
除
す
る
こ
と
は
医
雑
で
↓
れ
る
と
す
る
c

そ

し

」

）主

こ
心
よ
う
な
い
リ
出
に
対
抗
（
て
憲
訟
A

の
権
利
が
以
泊
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
て
あ
る
コ
一
ア

J
1
・
プ
ロ
セ
ス
や

あ 'I'
る で会レらl

い設
~ i な

し

岩

叫（
目白
う主

権
不lj

謹：
羊

Jお

一
去
の
埋
庄
に
よ
い
fυ
一
訟
が
ん
仇
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
い
と
を
耐
久
求
す
る
も
の
で

ニ
人
ノ
二
、

f
b
；
 

為
る
斗
泌
が
功
利
、
i
義
に
よ
り
h

当
化
さ
れ
る
場
介
、
心
ノ
数
表
的
な
市
川
以
己
中
川
柑
一
一
「
ず
る

そ
う
し
に
一
円
当
化

ι
対
し
て
「
切
り
札
」
と
し
て
桜
倍
す
る
山
、
に
丸
る

J

ロ
3
i
cロ
に
よ
れ
ば
、

つ
ま
り
、
む
応
上
心
権
利
は
、

一
刻
り
相
1
／
し
て
の
権
利

.:cムード設のもとでのい15王侯立

は
、
多
数
や
イ
の
利
げ
や
に
服
戸
な
し
一
一
三
日
系
l
M
7
J

な
守
一
手
叫
が
め
る
と
い
う
ご
と
を
強
調
す
る
《
「
政
府
が
口
ら
の
志
思
を
実
現
す
る
た
め

に
、
政
治
的
多
数
主
円

付
て
ふ
の
よ
｝
つ
な
権
利

Z
Uち
負
か
で
J

以、

政
併
に
対
す
る
依
利
ば
店
以
山
き
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

c
pグ

、J

て
、
切
り
札
、
こ
し
て
の
拾
引
刊
の
よ
う
な
「
政
府
に
刈
ず
る
諸
利
は
、
多
数
者
が
み

U
ζ
Z
J
九
、
ま
た
は
、
多
数
ノ
色
が
ぷ
よ
れ
ピ

よ
り
木
利
口
を
放
っ
て
も
、
み
れ
を
行
い
う
る
峰
山
口
刊
に
化
く
て
は
な
y
J

な
い

J) 

こ
の
r
士
7

な
ν？
え
の
も
、
＼
り
さ
三
三
】
は
、
ー
法
詩
人
H
心
役
会
に
つ
い
て
、
プ
ロ
セ
ス
迂
論
り
王
張
ず
る
よ
う
な
政
2

出
プ
ロ
セ
ス

「へ

の
維
持
で
は
日
，
＼
一
畢
刻
限
の
功
利
パ
件
の
年
六
化
お
品
川
パ
〉
批
剖
恨
の
功
列
忙
を
求
め
る
多
数
者
支
配
的
決
定
に
汁

L
て
、
人
々
の
百

一
rム一

ず
る
切
h
y
J
九
J
し
ご
の
権
引
の
決
υ止

t
h－1
一
こ
と
で
あ
る
J
す
る
c

つ
ま
り
、
憲
法
」
の
権
利
引
の
也
市
段
は
成
治
、
必
程
rLf会
ね
る
、
ア
こ

1！メ人民半、 Gi (6 131 i llG7〔2りlキ 1



r日

は
で
き
ず
、
持
利
の
保
障
の
た
め
の
注
目
一
極
的
な
司
法
案
杏
維
の
行
内
は
、
民
登
主
－
4
引
に
反
L
h
d
い
と
す
る
の
で
あ
る
じ

四

民
主
主
義
の
も
と
で
の
記
法
審
議
f
A
関
す
る
現
在
の
議
論

J、
円問

5
2
5
2
y」
一
）
話
。
ユ
ロ
お
の
叶
法
寄
託
述
掃
を
め
〈
る
対
げ
は
、
民
宇
エ
誌
の
も
と
で
の
叶
法
審
人
は
に
悶
づ
る
札
相
の
H

弘
前
い
で
み
一
パ

ラ
レ
ル
で
あ
る

U

司
法
審
者
h
I
多
数
段
r工
4

え
を
制
約
L
、
中
古
込
山
卜
心
準
加
刊

JV4恒
ァ
叫
的
に
山
附
設
す
る
こ
こ
は
民
王
義
ζ

マイ后
L
K
い
と
い
う
ロ
ヨ
弓

T
4
2

心
主
張
は
、
他
の

vt況
に
よ

7
も
支
持
さ
れ
と
し
る
t

例
え
ば
、

Y
T
v
p弓
ム
ロ
ム
円
、

氏
、
「
荷
な
↓
リ
法
的
h

川
崎
利
、
ry式
市
亡
あ
打
、
半
吉
山

法
？
に
保
降
、
メ
れ
に
権
羽
い
は
功
引
、
王
山
川
L
対
し
て
一
切
わ
九
一
と
し
て
機
能
す
る
と
h
1
7
し
仇
こ
し
て
、
三

5
2
は
、
司
法
審
査
の
打
法
制

叫
M
i
反
取
の
功
利
、
土
義
か
ハ
一
告
と
い
よ
心
権
利
一
一
仮
設
す
る
と
と
に
ふ
り
る
と
い
う
こ
と
を
判
付
に
認
め

J

川
伝
吾
査
jhv
権
利
基
底
的

な
制
点
か
ら

ιレー化
L
ょ
う
J
す
る
実
際

月
号
判
決
に

速
刊
誌
ぃ
品
川
仙
は

E
5
5
1ロ
判
決
、

（
同
時
四
引
き
立
判
決

お
い
て
、
債
祢
的
に
権
利
ん
ど
判
俳
誌
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
判
決
は
桜
山
刊
共
底
的
な
説
内
、
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
A
d
z
c－5

℃〉
し

づ午、
7王
、しそ

ノソ 心
ム， ~ 

iL ff,¥ 
るに〉

乙功
L、 fl)
つhj二
v 義

、行占

ぞJ

査
＇＂、

C) 

権

利,, 
ι 
f;'. 

i主
る

N) 

」山下弘、羽
uuJ
出、

片
山
与
慌
を
核
秘
的
に
行
使
寸
る
こ
と
は
点
、
上
下
義
（
U

Y
4
C
C
】
作
と
同
様
に
、
司
法
科
ι「
一
の
役
割
が
他
引
保
阿
で
あ
る
こ

る
U
川J州
併
と
〆
て
、
（

7
5
4
2
4
5ど
の
見
解
が
き
げ
ら
れ

る
」
（
J
T
d
J
3
2ど
は
、

y占

gコ
〆
」
同
一
係
、
述
れ
仲
良
品
裁
が
目
安
判
叫
に
や
わ
コ
引
を
cr－
判
以
で
、
列
一
や
さ
れ
て
い
な
い
権
利
合
似
除

〕
亡
き
三
二
し
ヰ
セ
L
ケ
子
コ
ー
よ
一
日
リ
巾
r
j

る。

ャ
；
ー
一

J

f

t

1

7

7

；
＝
「

1

ν

j

に
よ
れ
ば
、
裁
川
所
の
役
割
は
、
多
数
決
、
二
な
か
、

J

保
議
さ
れ
る
父

きず車
U
K
な
悦
値
ち
に
特
定
一
9
ゐ

w
t
v工
め
γ
r
v
L
」
い
い
つ
ハ
ず
辺
、
わ
ち
、
裁
叶

J

｛口は、

一
ヨ
出
ー
や
「
平
川
ヴ
保
設
i

ζ

川一
J

～憲
t
比
の
般
的

な
川
忠
｛
止
を
解
釈
す
る
際
に
、

町
小
憲
法
仁
の
保
一
忍
に
航
す
る
怖
い
組
か
を
決
定
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ

こ
の
よ
う
な
裁
吋
官
。
役
一
川
は
、

一
υ
一

と
い
う
憲
法
」
一
心
叫
請
で
丸
る
と
レ
乃
の
で
あ
る
c

た
だ
、
裁
判
｛
巴
が
主
E
J仏
lム

あ
る
肝
心
事
柄
を
多
数
決
ル
ー
ル
か
ら
速
さ
日
る
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の
備
的

m
v一
保
設
ふ
う
る
一
L
Y
4

ノ
〆
一
認
め
る
乙
い
う
こ
と
は
、
対
壬
索
、
rこ
プ
ご
J

j
ク
ト
宇
一
起
一
一
「
こ
と
い
な
る
に
（
主
主
コ
ま
ど
は
、

ま
っ
三
く
民
ヨ
ム
売
を
人
H
之
す
る
も
の
で
は
な
い
子
、
小
山
由
庁
、
同
体
が
多
数
決
ョ
一
浩
司
を
制
約
す
る
も
の
と
あ
り
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
基
ヰ

的
J

吋
引
刊
の
保
障
や
少
数
有
似
J

読
む
託
委
ね
る
む
け
に
は
い
か
江
い
と
い
、
え
て
し
て
、
ご
の
て
っ
自
役
慨
は
、
民
エ
的
に
注
予
さ
れ
て
い

な
い
裁
判
官
だ
か
ら
こ
そ
ふ
き
わ
L
い

ζγ
つの

ざ
ら
に
、

Q
E門戸内
4
2
M
L
Z
は
、
中
弘
法
の
剖
定
、
選
引
か
ら
一
ド
ノ
て
、
民
主
ム
丁

哀
を
vp
況
司
令
多
数
決
、

7者
ι出

ζ
L
て
羽
一
所
」
9
る
の
は
誤
り
と
あ
り
、
征
へ
の
権
利
や
司
一
山
九
七
町
附
議
す
る
も
の
と
し
て
迅
併
し
以
く
で
は

な
ら
ヘ
占
司
こ
J
会
一
位
訓
示

J

る
乙
多
川
奴
決
ム
下
義
カ
ら
基
本
的
権
利
や
少
山
川
笠
甘
か
保
一
一
「
】
I
G
た
め
の
寸
法
務
査
は
、
長
十
f

主
義
札
会
に
お
い

て
逸
脱
し
ド
剤
投
で
ぽ
な
レ
と
す
る
に
ま
う
た
、
そ
の
よ
う
は
役
割
を
果
、
に
す
司
法
審
合
は
、
民
、
ム
下
設
や
～
淀
川
市
）
L
U
J

る
4
J

の
で
あ
る
J
寸

む

AS42r
口
令
始
め
と
ず
る
か
悦
利
用
木
悩
主
主
悦
す
る
寸
刊
誌
審
有
明
叫
ん
一
品
F
K

i
J
f
i、
ふ

d

、

l
ャ

i
I
t

ほ
刊
利
叩
内
陸
は
一
口
一
二
川
プ
ロ
ゼ
え
に
委
ね
ら
れ
る
べ

き
で
お
り
、
司
法
存
査
の
射
程
JY
狭
め
る
べ
き
ご
あ
る
と
い
う

E
R
E
S
－
一
同
校
心
、
土
張
が
、
位
さ
れ
て
い

さ
ら
に
、
近
山
ー
で
は
、

門
家
甘
み
γ
エ
の
も
の
を
，
内
定
し
、
あ
る
い
は
、
司
法
存
査
二
億
…
泣
的
地
引
を
が
め
る
「

2
J？
，
内
定
す
る
ド
ピ
ム
1
3

ス
ト
立
中
h

いT
仁和一い叫ん有

内

3り〔i
 

－
 

お

ま
れ
に
、
－川学下、人X

 
F
 

.:cムード設のもとでのい15王侯立

れ
ば
い
、
土
に
ち
λ

れ
て
い
る
に
ボ
L

仁
ユ
け
ス
ト

v
憲
ニ
設
が
パ
U
Mし
た
品
川
三
に
は
、
述
邦
最
高
裁
の
姿
勢
の
変
ρ

げ
が
h
J
げ
ら
れ
る

ν

フ
ォ

i

ン
ン
・
コ
ト
の
も
と
で
は
、
き

C
5】
判
決
を
始
め
と
す
る
J
ベ
ラ
ル
な
判
決
が

f
さ
れ
た
が
、
そ
の
役
、
連
邦
長
雨
ぷ
は
保
一
J
化

、J

て
い
っ
介
。
、
こ
り
わ
け
、

レ
／
午
ス
ト
・
コ
ト
に
人
っ
て
か
ら
は
、
中
日
刊
の
規
制
に
対
L
て
は
一
私
や
か
な
姿
勢
を
ζ

打、

日
フ
ァ
ャ
マ
テ
イ
ザ
‘
マ
ケ
シ
ョ
〆
に
汁
L
て
は
厳
持
率
蛍
を
適
り
す
る
な
ど
保
午
的
伝
姿
勢
を
明
格
化
き
せ
て
い
一
っ
た

J

、
」
の
よ
う

の
な
か
で
、
絞
部
所
の
役
会
が
寸
法
和
十
九
日
を
積
一
市
民
に
ノ
仁
偵
し
マ
、
権
利
仕
位
陣
L
U
J

る
こ
乙
で
あ
る
と
王
張
す
る
主
配
的
な
リ
ベ

ラ
リ
ス
ー
な

y

宇
一
礼
に
刻
L
て
、
快
一
民
的
な
u
y
h
が
r

山
ま
っ
た
。
こ
の
寸
つ
は
背
景
の
も
と
、
ポ
。
乙
ユ
リ
ス
ト
tυ
窓
主
義
が
有
力
に
張

さ
ー
れ
る
よ
、
つ
に
な
コ
た
の

、
ボ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
影
響
を
一
会
け
は
か
ら
、
ァ
U
セ
ス
町
議

ォ
t
L
リ
人



r日

同
心
に
、
市
民
の
政
治
名
c
山
お
一
。
出
向
一
統
的
の
若
変
性
ヨ
一
強
制
す
る
と
こ
う

ιー
で
は
、
ポ
ピ
↑
リ
ス
ト
ャ
ゾ
宮
、
義
主
＋

張
F
る
代
表
的
な
市
有
の
見
加
古
紙
出
帆
す
る

J、
円問

ポ
ピ
ユ
づ
ス
ト
リ
憲
、
土
需
の
先
駆
け
乙
じ
て
、
日
v
J

ユ
公
刊
の

二
一
が
で
き
る
ハ
｛
》
ミ
r
A
4
は、

政
一
治
山
幹
事
ノ
川
の
芦
脳
会
引
を
問

副
L
、
ー
山
線
さ
せ
に
政
F

泊
参
加
こ
み
と
で
は
い
政
治
志
一
切
り
ベ
白
川
加
を
さ
ー
す
る
。
さ
ん
に
、
憲
法
が
少
数
布
を
似
体
設
計

2

る
と
い
う
い
れ
り

も
芯
J
K
一2
0
n

ヤ
の
よ
う
ほ
F
L
ん
は
、
多
数
者
の
キ
杭
！
な
訟
張
し
」
つ
ぎ
マ
、
お
り
、
ほ
、
〕

ιと
の
抑
圧
は
、
多
数
者
で
は
な
く
少
数
者
ピ

よ
る
J
U

の
で
あ
る
と
い

三
子
2

に
よ
れ
は
、
治
法
幻
川
村
山
は
、
り
多
数
有
支
配
主
治
注
入
ヲ
る
、
一
J
－
に
↓
め
り
、
多
致
決
支
配
山
か
ら
九
一

れ
る
こ
と
の
で
き
は
し
い
お
削
減
は
な
い
と
す
る
一
た
に
し
、

3
4
T
…て
U
4法
審
合
を
汝
－
一
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ー
プ
ロ
セ
ス
上
山
川

可
沼
山
者
九
町
mv
役
割
は
、

R
i
e一
下
表
フ
口
仁
ス
乞
改
芦
ず
る
ご
と
で
め
る
わ
な
は
＼
h

の
よ
う
よ
円
役
割
が
妓
川
い

ソ
刈
）

宮
に
一
誌
め
ら
れ
か
1

ぐ
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

τおみ
2
は
裁
判
h
y
H

心
資
格
L

よ
る
も
一
山
で
み
る
と
い
4

る）

川4

之は審レ品川
jhv
支
持
「
る

市
民
心
政
治
参
加
を
強
調
し
多
牧
者
支
似
令
実
現
す
る
こ
と
を
日
照
「
な
う
ば
、
ポ
。
γ
ム
リ
ス
ト
ー
υ
憲
王
誌
の
も
と
f

は、

去
の
役
判
は

r極
的
に
詳
泊
さ
れ
る
こ
と

ιfG
る代

こ
の
山
、
な
最
も
内
成
し
た
り
が
、
ベ
汁
山
市
仕
去
の
紋
棄
を
王
長
す
る
叶

g
r
5件
、
住

L
L

び
、
裁
判
所
に
よ
る
怠
法
の
戊
一
一
的
解
釈
権
の
ぶ
円
安
古
土
張
す
る
さ
5
4
2
の
弘
前
で
あ
る
一

、「
5
7ロ
ー
は
、
ぷ
ピ
）
］
ス
ト
山
町
山
法
を
ん
÷
人
現
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
ド
ら
司
法
苓
存
J
b
午
、
取
り
げ
る
こ
こ
を
提
門
す
る
つ
｛
芸

T
E

切

に
よ
れ
ば
、
司
法
寄
託
が
存
孔
し
て
い
る
亡
の
に
、
川
凶
民
jGT
一一品川帆刊誌へ
f
の
議
只
も
憲
法
を
ム
一
両
川
け
に
議
講
じ
な
い
／
一
い
う
υ

｝
，

Mmr三

そ
れ
は
述
れ
ヰ
誌
と
権
力
分
り
に
山
一
ら
し
て

心
計
C
は
宝
吋
部
長
山
A
裁
が
伝
ハ
fv的
な
何
日
で
あ
る
と
批
判
し
て
パ
司
令

U

寸
法
審
査

は
こ
れ
ま
と
伐
と
む
こ
役
に
立
っ
た
こ
と
が
な
く
、
裁
川
一
一
川
は
最
終
的
に
は
辺
氏
の
判
断
に
し
に
が
っ
て
き

hJrγ
つ
n

そ
こ
で
、

目安
7
2
2

は
、
同
市
終
的
に
定
法
士
改
疋
し
裁
判
所
か
ら
弓
法
審
告
を
転
奪
ず
べ
き
し
し
主
張
す
る
〈

は、
J

門
法
半
世
公
子
な
く
と
も
、
議
会
が
憲
法
を
快
行
L
T
J
Q

こ
ζ

ば
町
一
花
で
あ
り
、

も
り
殺
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、

ま

づ
出
コ
ヨ
ν

同一は、

。コ
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｝
ぐ
さ
コ
ヨ
は
、
司
法
審
去
の
能
川
聞
が
が
犬
、
以
て
い
る
一
一
と
を
批
判
に
ポ
ピ
三
ソ
ス
ト
斗
憲

の
制
点
、
か
ら
、
裁
判
所
の
け
忠
次
の

が人

的
とと
マ？

ァπ ホH
R !;' 
託会
絞ノF

＇｝） 今
i'c 古

｝） 汗
がお、
そ？日：
ιY  

b ~主
同ム ケ

U〕 h

j世ふ
治 ~：
,Tl n 

J 一
昨IJ や
限：；＝
γ ヲ

裁お
日；土

＝出火り

ぬ 格

2哲' c 

it号
険主

下~~
＇＂ヌるふ
ι る

さ

1
2
5
3
は、

こ
の
－
寸
つ
に
、
ポ
（
二
リ
ス
ト
ヰ
誌
で
義
は
積
極
的
な
司
法
容
を
の
行
使
を
支
持
γ
Y
G
通
説
的
日
午
一
説
を
夜
夜
古
ら
以
4
す
る
た
め

て
い
γ
Q

こ
こ
ろ

F

し
お
る
n

に
、
多
〈
の
宇
一
況
か
h
，
厳
し
い

四

四

民
、
一
、
主
義
の
も
と
で
の
司
法
審
査
の
問
題
と
権
限
ア
フ
門
i
チ

で
は
、
権
限
ア
ワ
円

l
チ
は
、
一
一
れ
ま
で
検
対
し
て
ぢ
ど

K
、
土
義
の
も
と
で
の
司
法
審
告
に
民
ず
る
諸
坪
前
の
な
か
で
し
か
に
伏

置
コ
円
ら
れ
る
心
で
あ
ろ
う
か

J

先
L

人
た
よ
う
に
、
持
問
問
。
J

プ
ワ
！
ず
は
、
基
本
的
に
は
一
以
IM
心
介
入
で
き
な
い
私
的
ハ
一
時
城
中
↓
刊
誌

審
ん
は
に
よ

η
保
護
ナ
る
も
の
で
あ
る

v

こ
の
日
と
は
、
村
限
ア
プ
口

1
4寸
が
一
多
数
決
に
よ
っ
て
も
怯
岩
し
え
な
い
結
城
を
r
J

什
人
に
科

目体ドりが一
L

と
い
う
山
一
法
審
ん
し
組
問
に
つ
i
ッ
ト
し
て
い
る
こ
と
を
拘
し
不

rvuり
て
の
る

J

そ
れ
ゆ
メ
一
に
、
権
限
ア
ブ
つ
｜
ふ
ノ
は
、
列
挙

さ
れ
て
い
な
い
権
利
心
ω昨
日
を
政
治
ブ
ロ
己
ス
に
委
ね
る
プ
ロ
セ
ス
担
論
ゐ
↓
円
一
院
存
壱
に
よ
る
権
利
保
四
時
円
七
の
も
の
を
縮
小
し
工
ス
ノ
と

.:cムード設のもとでのい15王侯立

す
J4G
不
3

ヒ
一
川
ノ
ス

は
全
く
川
＋
パ
ー
守
る
c

他
ん
で
、
権
限
ア
フ
ロ
ム
／
は
、
プ
ロ
セ
ス
担
論
の
紀
一
小
し
た
氏
、
宇
土
烹
の
も
と

一局

、ー

関ぉ
2
0問
題
、
と
川
り
わ
け
、
列
挙
さ
れ
亡
し
い
ん
d

い
棒
引
の
保
障
に
判
う
放
刊
官
の
実
体
的
悩
僻
判
断
の
問
出
目
立
識
を

共
右
ず
る
そ
れ
ゆ
ス
に
、
権
限
マ
ワ
ロ
ー
チ
は
、
権
利
町
出
陣
を
示
視
「
司
令
司
法
審
奇
謹
六
戸
市
／
）
は
叫
、
な
り
、
秘
的
領
域
を
泉
本
的
拘
利

の戸
D
h

つ
な
実
体
的
な
J

桧
引
と
し
て
仏
障
す
る
v
も
の
で
な
い
。

次
に
、
権
限
ア
ザ
円

i
tヤ
ペ
民
主
主
義
り
も
乙
で
の
司
法
審
在
心
問
題
、
一
G
J

何
千
わ
ち
、
裁
判
官
の
実
体
的
低
値
判
断
ー
の
附
訟
を
い

か
に
ト
日
泌
す
る
か
を
考
察
す
る
口
権
限
ア
ブ
ロ
ヂ
は
、
裁
川
｛
巳
の
実
体
的
価
値
判
断
を
円
選
「
る
た
め
に
、
権
利
の
実
体
で
は
な
く

介
入
U
A片
憲
性
仁
焦
占
d

を
あ
て
る
し
つ
ま
り
、
権
畑
山
ア
ブ
口
！
？
の
も
と
で
の
及
川
吉
の
役
割
以
、
実
体
JK
一つュ

l

プ
U
七
ス
わ
よ
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r日

う
い
新
た
に
椅
利
を
創
出
「
る
の
さ
は
な
く
、

（
介
入
）
い
？
公
犬
の
利
註
ー
に
適
合
ト
リ
司
令
市
K

引
な
も
の
し
m’

の
山
者
＋
全
い
阪

ん
人
「
ノ
ん
ア
ム
偲
口
氏

正
H
6
t甘

い
日

｛ほ
ν
、
ら
れ
る
こ

r
に
な
る
〉
そ
の
際
、
何
が
公
共

〈
王
山
な
介
入
で
あ
ゐ
か
と
い
う
こ
ぐ
仇
り
も
、
れ
了
／
ろ
、
と
の
よ
う

J、
円問

主
介
入
が
公
共
の
利
益
に
系
っ
か
江
い
違
憲
の
介
↓
ん
で
あ
る
か
が
間
ト
v
れ
司
令
、
」
）
に
な
る
」
権
限
一
ブ
ロ
7

チ
の
も
ノ
エ
」
北
除
手
、
れ
る

の
は
、
恒
人
の
は
や
的
決
定
を
羽
小
ー
す
る
よ
う
な
十
J

人
ザ
あ
る

U

そ
L
て
、
先
に
も
p
昨～～
4
う
に
、
権
限
ア
プ
日

i
チ
は
、
政
府
一

η
権

り
政
貯
の
ん
γ
ー
へ
か
ら
の
主
出
〆
｝
し
て
私
的
治
成
を
伝
隠
す
る
ハ

限
の
限
界
守
山
昨
日
札
L
、
公
共
の
初
完
に
基
づ
か
な
い

た
で
、
権
限
ア
プ
ロ
ー
チ
が
故
川
立
↓
の
吏
体
的
価
伯
判
U
K
古
川
一
日
限
す
る
と
は
レ
つ
で
も
、
裁
判
，
士
の
術
情
判
部
を
（
一
司
令
に
列
会
ず
る

4
J
の
で
は
な
い

U
政
府
刀
介
人
で
為
る
か
古
川
断
ず
る
際
に
、
裁
判
寸
は
主
制
山
町
な
判
断
す
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
J

し
か
し
、
政
府
の
介
入
の
ム

zd性
心
判
好
と
実
私
的
宍
川
位
に
仰
向
「
る
判
桁
主
同
じ
、
ド
エ
創
的
日
値
引
桁
と
等
、
え
る
べ
き
で
は

Jよ

刑
t白
仙
川
、

没
者
に
比
へ
て
、
浅
か
L

制
約
さ
れ
た
も
の
C
為
る
ま
ー
た
、

ー
拭
判
官
の
仇
可
制
J

デ
一
戸
川
値
的
な
も
の
に
限
定
寸
ゐ
こ
と

は
、
民
i
ム
丁
義
と
の
汀
ン
7

り
お
ソ
ト
の
凶
波
宮
号
、
え
る
ト
で
霊
安
T

／
～
な
る
わ
権
限
ア
ゾ
ロ

1
7
の
も
1
／
で
介
入
一
り
寄
託
は
円
必
密
資
の

終
会
の
川
出
工
人
さ
什
↓
る
が
、
新
二
に
権
利
h
ゲ
L

創
出
「
る
U

り
の
で
も
す
ぷ
く
、
ま
1

十
一
、
権
限
ア
ゾ
ロ

i
d
が
多
数
決
に
よ
っ
て
も
佼
芹
し
え
な

L
領
域
を
保
障
す
る
と
い
う
斗
法
審
公
続
に
守
、
ノ
卜
ず
る
以
卜
、
字
、
れ
に
、
一
か
つ
て
、
必
ず
し
も
民
ち
十
議
と
コ
ン
フ
）
ク
ト
を
起
す

り

わ
け

E
は
ま
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
戸

以
伐
に
棒
限
ア
ブ
打
、
ィ
ブ
の
羽
山
妊
に
つ
い
て
で
あ
る
。
氏
、
？
？
一
説
明
心
主
こ
む
の
司
法
審
託
の
問
題
を
五
郎
し
ょ
っ
／
て
J
る
持
限
F

ブ

打、
ι
J
J

は
、
列
挙
さ
れ
て
い
白
い
怪
利
お
よ
び
二
寸
保
守
設
の
領
域
に
お
い
て
の
ム
円
安
当
ヲ
る
と
い
う
べ
き
ず
あ
る
。
ー
／
た
が
っ
て
、
川
刊

ワ
ク
ス
ト
心
『
止
一
汗
が
川
確
ゆ
え
に
裁
判
ハ
h
の、一
T
鎖
的
似
値
叩
寸
断
か
入
り
く
い
列
挙
さ
れ
て
い
る

一
ι）

権
列
の
領
域
に
は
、
議
以
ア
プ
ロ
ー
チ
は
妥
心
中
j
L
な
、
こ
い
う
べ
き
で
為
ろ
う
口

V
Tさ
れ
と
い
日
い
権
刊
刊
乙
は
異
な
り
、
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五

五

「
mwd
ミ
雪
。
。
れ
決

次
に
、
権
限
ア
ザ
ロ
チ
の
一
次
eι

斗
性
J

／
一
、
実
体
的
一
T
Y

－－

e

プ
ロ
セ
ス
に
対
ー
す
る
近
内
の
1
1
例
を
汚
じ
ξ
検
討
L
て
い
く
こ
こ
に
す

る

桟
限
7
プ
口

l
ヰ
と
災
体
的

T
フ
－
相
プ
口
七
一
八
に
関
す
由
一
心
持
の
判
一
例

連
店
汲
ー
一
内
政
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
暦
小
～
や
伝
統
に
依
拠
し
て
ど
5
北
川
本
的
権
利
を
山
氏i

慢
し
て
き
た
が
、
二

C
C
一
咋
の

一行一

ど
を
京
コ
完
〈
ポ
メ
ロ
ー
で
は
、

1
人
体
的
一
－
ュ

I

J
ノ口
h
y

人
が
よ
さ
く
変
化
す
る
一
工
」
に
た
る
c

木
什
け
で
は
、
ソ
ト
ミ
l
行
為
争
処
罰

本
判
決
川
様
に
ソ
ロ
ミ
1
行
ゐ
宇
佐
一
市

l

け
し
た
州
伐
の
合
意

ず
る
川
川
店
の
ム
Z
U件
出
品
半
わ
ふ
山
》
J
1
2
5去
裁
判
守
の
出
廷
怠
け
ん
は
、

性
が
下
わ
れ
た
一
九
八
！
む
の
目
、
ゴ
2
2
〆

ソ
ー
ミ
1
行
A
可に
4

列
し
て
憲
法
い
の
保
護
を
認
め
た
わ

1
2

J

ど
一
掃
し
て
、

ロ
ペ
牙
及
川
刊
朽
の
♂
廷
立
見
」
よ
れ
ば
、
ロ
ペ
ミ
2
m
刈
決
は
、

内

3り〔i
 

－
 

訂

さ
れ
た

U

以
ー
の
こ
こ
か
ら
、
卒
川
司

L
仇は、

F
2
2
7
判
仇
に
お
け
る
川
山
内
2
5♂
裁
川
｛
E
の
意
買
に
ハ
札
う
。
ザ
ヒ
な
わ
ち
、
学下、人X

 
F
 

ソ
？
、
ミ
i
つYAw
－
ザ
片
品
本
的
権
利
山
該
当
す
る
7
V
6
か
と
い
う
一
、
1
／
に
住

白
川
が
あ
て
、
り
れ
土
が
、
門
て
れ
h

問
題
し
仁
な
っ
て
い
る
白
比
、
り
り
が
凶
2

ど
し
く
認
識
し
て
い

2
い
T

／
～
い
よ
ノ
〈
に
と
い
つ
の
は
、
修
一
？

同
条

の
デ
L

1

・
プ
ロ
セ
ス
条
頃
の
保
陪
ず
る
「
白
山
川
」
は
、
住
川
ゃ
他
の
打
私
的
知
域
を
政
府
の
不
可
1
6
H
R

へ
か
、
つ
保
一
長
L
d
J

る
J

、υ
の
だ
か
ら

.:cムード設のもとでのい15王侯立

そ
1

J

て
、
定
通
2
7
判叫にん伎、

つ
の
判
jAが
E
C
4
ミ
ェ
判
此
に
期
間
を
投
げ
か
け
て
い
る

J

は
結
婚
、
生
地
、
船
一

灯
、
忍
扶
関
係
な
ー
と
の
似
人
の
法
川
市
川
に
小
司
法
卜
の
保
護
が
及
ぶ
こ
と

、
同
3
室内吋

は、
J

門
別
円
恒
久
者
を
闘
い
的
こ
ず
る

州
に
お
け
る
支
配
的
な
多
殺
者
が
特
定
の
r

七
八
り
ゃ
い
対
的
に
不
治
偲
2
い
い
～
亡
き
り
ん
と
い
事
1

事
実
は
、
中
i
芳
行
為
を
粂
d
ず
る
法

LrJ／一し

I
J
持
「
る
分
以
根
川
叫
と
は
た
ら
な
L

と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、

日
引
判
断
し
ご
レ
な
レ
人
に
も
烈
’
伊
な
白
山
川
心
深
忠
一
日
は
及
ぶ
一



r日

う
児
γ汁ハドいいけに
4
判
決
主
従
う
べ
き
で
あ
る
－
り
で
し
て
、
松
市
K

一
凶
名
、
に
よ
hJ
保
障
J
C

れ
勺
白
白
は
、

l
t
f
こ
i
＼

Z

L
之
、
司
、

E
Hド
ノ
フ
ノ
子
、
才
y
c
L
作
／

の
沼
山
崎
が
存
在
す
る
と
い
と
ぷ
庁
、
の
約
束
で
あ
る
こ
1

〆
、
州
法
は
、
私
的
な
生
活
へ
の
古
入
を
五
r

ん
に
す
る
ご
と
が
で
き
♂
る
よ
う

J、
円問

主
州
の
71υ

な
科
、
仕
え
促
進
す
る
1t
の
で
な
い
乙

T
2
3
5
判
決
と
権
限
F
イノ口

i
ィ
ブ
は
汚
め
て
泊
ム
早
川
で
あ
る
。
、
」
心
庁
J

／
一
説
明
L
q
J

ペ
く
、
亡
者
円
5
2
1ム
況
の
意
義
に
つ

ργ

、

出
2
D勺円円の
n
F
鮮
や
一
戸
か
一
て
い
く
こ
い
た
～

由
記
号
コ
に
よ
れ
ば
、
戸
内
ミ
コ

2
2
7
1
況
で
は
、
政
肘
に
対
し
で
ゴ
由
心
f
γ
l
A
り
r
l
ψ
i
化

を前広
h

い
れ
す
る
口
出
心
地
叫

（
り
法
刊
に
1

L

J

主亙

ヘ
℃
コ

yvzcz℃
C
Cコ

C
「

T
U
A
G
】ユ4
4

、
の
法
叫
が
コ
悦
泊
さ
れ
ん
γζ
い工勺

C

一i

一
巾
の
杵
定

安
な
パ
ー
は
、
政
府
の
介
入
の
審
合
で
丸
る
（
つ
ま
り
、
巾
寸
当
日
白
川
基
本
的
潅
引
て
丸
ゐ
か
Y
一
円
お
と
い
戸
つ
加
と
ぽ
出
川
怒
と
な
ら
芯
い

の
で
よ
ち
る
υ

ュ
1J
て、

心
法
理
は
一
段
措
審
査
乞
椅
成
す
る
と
い
う
わ
ま
ず
、
第
一
段
明

t
、
品
以
山
川
に
よ
り
制
約
犬
、

じ
出
の
控
IU

い
る
山
い
庄
が
、

犯

tdや
社
会
に
工
口
忠
ど
h
J
え
な
い
述

ιιド
L
Jド
庄
の
行
慌
で
み
る
か
が
開
店
出
ど
は
る
F

U

仏
活
立
見
も
指
摘
す
る
よ
う

二
、
「
P
3
3
2
判
決
ご
何
肢
と
な
っ
て
い
る
向
性
受
告
の
性
的
臼
山
村
、
他
吉
ゃ
れ
ム
ム
に
危
？
を
f

J

え
る
こ
じ
〆
の
な
い
、
組
L
h
b
山
由

の
行
使
で
め
る
ハ
次
に
、
第
一
段
階
で
、
心

μ

な
口
小
仲
の
わ
使
に
付
す
る
五
人
で
為
れ
ば
、
λ

介
入
の
ら
円
憲
や
む

ι明
は
政
府
予
行
わ
な

a

，、
fl
、、f
～山、
h

、、J
h

ト
ー

〈
－

l
I
C一

f
L

白
川
叶
に
汁
す
る
介
人
の
合
憲
性
心
一
出
別
に
つ
い
て
、

不
法
他
で
あ
る
と
し
う
担
出
は
多
数
芦
げ
か
嗣
い
当
該
行
為
を

採
っ
し
し
る
に
尚
。
含
ま
い
の
で
あ
れ
、

他
文
や
ム
ヒ
ム
古
川
h
L↓
悪
を
う
え
る
不
法
た

な
白
河
と
は
区
別
さ
れ
、
介
入
を
4

斗
化
ず
る
注
目
に
は
な
つ
な
い
こ
づ
る
、
ま
に
、
f

川
道
徳
こ
い
う
注
目
立
り
訟
行
為
を
い
朴
ホ
ゴ
ず
る
法
rFoT制｛一にふ
2

る
権
限
を
げ
法
的
ピ

「、

り
法
滑
に
h

制
限
で
守
制
に
相
J
I

〆
い
権
限
を
に
J

え
る
ご
y
し
と
汁
乙
で
あ
る
と
い
う
戸
、
と
に
な
る
。

与
え
る
と
い
う
f
と
は
、

川
一
一
ト
山
間
討
し
て
き
に
ど
を
さ
2
2
1
J
u一
は
、

二
つ
の
円
で
権
限
γ
ブ
口
主
ノ
乙
迎
合
的
で
お
る
n

応

に、アハ一

4
3〕

2
判
、
叫
が

正
当
白
河
出
の
な
い
政
判
。
介
入
か
ら
保
7
4
は
？
れ
る
白
山
け
領
域
を
認
め
ん
J

、
と
い
う
白
、
で
あ
る
n

こ
れ
は
、
権
限
ア
プ
ロ
ー
チ
か
保
除

ず
る
私
的
滋
域

t
M円
じ
も
の
て
た
る
c

第
二
に
、

F
2
3三
、
判
決
、
ん
ぽ
ヰ
ド
町
権
利
か
r円
か
で
は
尽
く
、
政
府
の
介
入
の
合
T
ぃヰ
J
吉
田
哨

'Piえ人法学； GO 、＇.GBfミj キj74 [2υ1'. 3、



題
と
〆
千
人
l

］

4

で
あ
勺
し

r
i
z大
化
判
決
げ
子
裁
判
官
の
実
体
的
価
情
判
断
の
問
題
を
意
識
に
一
か
と
う
か
は
乏
か
さ
は
な
い
が
、
向
性

安
者
の
判
的
白
河
が
慕
た
い
的
怪
利
か
六
u
か
の
判
断
を

L
々
か
っ
た
｝
と
で

い
島
本
的
桧
利
町
一
承
訟
の
宗
明
確
き

ま

渋
川
刊
日
の

実
体
的
制
値
判
附
の
問
さ
を
何
件
じ
た
〉
一
い
ス
ょ
う
っ
？
て
れ
は
、
川
町
に

Z5AVコミ

ぜ
史
や
伝
統
に
依
拠
－
J
る
従
米
の
実

体
的
デ
1

・
プ
ロ
セ
ス
と
は
兵
立
る
こ
と
を
日
以
昧
「
る
。
ま
に
、
介
人
心
合
志
件
の
審
去
に
つ
J

て
も
、
司
一
件
主
者
に
対
す
る
忠
徳

お
ー
も
川
石
市
ψ
i
G
v一
法
ヨ
的

（
脱
出
ィ
ォ
治
）

」
／
一
構
成
セ
J
L
J
、
作
私
的
な
宇
治
ー
の
介
入
を

IL当
化
で
き
な
い
と
い
う
こ
〆
之
古
川
路
に
認
め

て
お
り
、
こ
の
よ
「
な
苓
干
の
枠
組
み
は
私
的
領
域
に
多
殺
者
正
治
徳
4d
伝
制
約
を
詳
さ
な
い
ふ
惟
m
k
w
y
y
口

l
子
と
川
じ
で
あ
J

た
と

Hm
一

十い
1
え
よ
う
c

つ
ま
い
、
ご

5
2
5間
決
に
お
け
る
介
入
心
人
片
憲
性
の
審
査
は
、
先
に
み

7
ず

れ

l
チ
の
も
と
で
の
政
吋
の
権

閉
山
（
介
入
）
日
公
共
の
利
討
に
法
ム
コ
寸
る
王
立
な
も
の
か

Ghrと
い
う
L

帝
査
に
れ
な
ら
と
い
の
で
み
G
F

五

0
5
2
判
決
・
包

Z
Z
G
判
決
・
。
。
コ
N
E
S
制
決

防性向山ア
7
2
1
1
Jー
は
、
中
前
唱
の
龍
成
内
h
m

い
こ
近
巧
民
閲
さ
れ
え
い
る
過
伐
の
負
担
テ
ス
ト

2
も
治
ム
円
的
で
為
る
r

中
前
唱
の
一
摂
成
内

お
い
て
は
、
同

5
判
決
で
不

5
れ
た
作
柄
】
〈
U
桜
叩
刊
は
共
九
l

的
権
利
で
あ
り
、
そ
の
制
約
は
紋
格
率
む
を
パ
ス
い
な
い
絞
り
中
間
u
t
弘
違
反

.:cムード設のもとでのい15王侯立

と
い
っ
判
断
い
枠
組
み
で
は
な
く
、
私
的
福
岡
刈
の
川
刊
誌
の
閉
山
ム
か
ら
、
ロ
絶
J

午、宏一
W
F
的
に
制
約
、

J

そ
の
行
使
宇
一
妨
げ
る
志
凶
あ
る
い
は
い

的
の
あ
る
法
作
が

な
る
と
し
う
枠
組
人
が
採
尽
さ
れ
た
）

ど

ー
で
は
、
そ
れ
が
防
庁
一
件
に
不
さ
れ
ん
に
ロ
本
供
い
い
と
は
、

］
よ
同
＝
】
戸
時
υ
L
勺
ベ
角
＝
一
｝
｝
ベ
メ
d
L
3竹
山
。
こ
ユ
ズ
2
1
F
mレ
］
「
二
一
w川
口
二
市
川
イ
｝
4F£

ロヘ
J

イ

Jγ
絶人
V
－
p

打

う
吹
い
げ
と
し
て
、
汁
絶
の
f
b
仰
の
イ
〆
ワ
ォ
ム
ド
・
コ
シ
セ
〆
卜
の
実
施
、

ふ
凶
時
閣
の
符
機
紫
件
、
品
川
惜
し
た
た
性
が
J
l
純
下
、
行
う

ぬ
ム
ロ
の
配
偶
者
へ
の
自
」
灯
、
こ
れ
ら
の
民
件
い
か
一
免
除
「
る
γ

医
療
治
－
緊
急
事
皆
、
中
絶
」
な
れ
う
脆
誌
に
u刊す
γ

恒
和
吉
才
一
践
を
脱
走
し
た
州

法
の
ム
n
中
古
性
が
争
わ
れ
た

U

。
バ

2
5
v

中
心
部
分
4
2
絵
北
村
L
U
J
G
と
L
う
こ
と
を
倍
川
叩
訂
す
る
一
第
一
に
、
中
絶
の
一
リ
由
は
修
止

四
条
の
も
と
て
深
諒
さ
れ
る
と
工
つ
こ
と
（
片
附
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r日

い
、
航
パ
ん
が
母
体
の
外
で
仕
存
川
ぷ
阪
と
な
っ
た
徒
、
女
性
の
片
命
・
他
店
主
危
人
ノ
く
オ
一
る
好
娠
に
つ
い
て
例
外
規
定
を
お
く
限
り
、

州
は
J
I

杭
半
、
規
制
で
さ
る
こ
と
」
第
一
一
仁

母
体
の
健
夜
と
お
犯
を
保
護
す
る
正
川
」
な
利
引
が
認
め
つ
れ
る
と
い
う
こ
三
、

州

は

J、
円問

みめや
h
v
o

叶
ん
（
》
河
川
判
決
の
ム
じ
ら

J

げ
て
た
妊
娠
販
制
を
二
区
分
す
る
げ
枠
組
み
は
、

］

N24
判
決
の
ー
一
l

心
部
分
で
は
な
い

一一、
fiγ
ハ

共
同
夜
九
は
、

と
L
て
、
放
議
す
る
。
似
に
、

h
u引
の
－
パ
げ
の
一
日
山
則
前
で
も
、
常
在
的
は
お
「
ん
を
保
詰
問
す
る
こ
と
は
J
J
さ
れ
る
と
ρ

そ
こ
亡
、
長
同
芯
し
γ
は
、
河
町
弓
判
況
に
町
山
民
い
す
る
寸
法
怪
告
の
甘
消
却
を
検
討
L
、
U
M
i
－
－
九
の
色
ハ
担

E
2
2
こ
E
R
E）

7

ス
ト
を
語
一

示
す
る

η

治
史
（
り
負
担
と
は
、

川
の
規
制
が
、

4
A
H
司
能
と
な
っ
て
い
ほ
し
給
対
の
巾
絶
ケ
行
う
と
「
る
久
性
に
対
し
て
重
ー
へ
な
h
N
N門

中
什
古
諜

TJRり

U
d点
る
レ
は
i

吋
恥
を

htfる
も
の
一
で
忠
る
と
し
戸
つ
一
そ
し
て
、
一
巾
絶
を
行
お
う
と
す
る
y

弘
ヰ
に
砕
し
て
、
重
ぷ
な
防

市
山
ピ
課
す

M
的
あ
る
い
は
む
凶

y
h刊
寸
る
不
断
ず
れ
な
健
康
い
の
川
崎
制
は
、
中
絶
ど
行
、
つ
い
舷
利
へ
の
♂
迅
皮
の
負
桁
し
と
な
る
と
し
て
い
る

F

三
し
て
、
判
よ
じ
り
苅
｛
疋
れ
い
り
う
ち
、
過
皮
心
匂
円
作
し
一
ア
ス
「
古
川
い
こ
配
偶
者
へ
に
わ
加
要
什
の
み
を
違
索
と

こ
り
過
皮
の
負
担
テ
ス
ト
ば
、
現
f

什
問
題
と
な
っ
て
い
る
部
分
的
に
州
産
に
顎
似
す
る
中
絶

に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
メ
れ
が
伊

E
F持
ぐ

n
R
r
z
で
あ
る
J

γ

小
利
口
で
は
、
母
体
の
A
J
A
叩
似
設
を
除
い
て
す
べ
て
の
－

）

Z
F
p
r
c
E
H
2
M）

 

心
事
例

｝
足
立
】
戸
二

vzd戸
r
C
3
2ご
を
だ
T
U
M
－
刈
パ
出
の
合
急
性
が
咋
J

わ
れ
た
じ
子
4
2
法
判
「
け
の
法
灯
比
三
M
L
は
、
ま
ず
、
五
刊
の
争
k

川JT判
断

す
る
に
際
、
J
V
L

つ
の
ぷ
則
J
U
K

ト
ど
り
げ
て
る
c

皆川一

へ

飴
U

児
訂
正
問
ゾ
亡
し
／
存
ザ
目
前
と
な
る
誌
に
は
、
民
性
に
は
Jγ

絶
の
権
利
が

山内仙の
ρ
（Jo
れ
る
y

い
｛
フ
三
ノ
」
C
M
M
M

に
、
円
muに
の
生
仏
叩
似
州
議
を
促
進
」
i
o
法
仰
は
、
F

市
町
が
独
止
し
て
介
存
可
詑
！
く
な
る
前
の
か
八
性
の
中

組
L

ヨノス
V

将
利
に
過

M

一
叫
の
負
担
を
却
す
な

J

ば
、
設
立
］
に
あ
る
ζ

い
う
こ
と
。
第
一
に
、
州
は
、
治
犯
の
独
立
バ
コ
存
以
降
、
お
krh
宇
命
保

設
の
刊
誌
を
促
逆
「
る
に
め
に
、
中
絶
が
川
口
当
ー
の
生
命
ま
た
は
健
康
保
議
の
た
め
に
必
出
火
叩
占
め
る
場
台
を
除
い
て
、
中
絶
z
古川内
h

止
で
き

…出）

λ
yこ
J

、っこい〈弔」、ゅのザ
G
U

ご
し
て
、
法
む
志
H
んは

例
外
規
定
の
欠
如
仙
で
忘
る
（

n
P
2
2
W決

っ
ι点
に
お
ー
い
司
て
川
一
法
が
述
定
で
あ
る
と
し
い
q

う
U

ま
ず
、
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は
、
応
対
が
J

出
r

し
て
土
存
で
き
る
以
降
に
、

h
J叫
が
早
朝
相
の
片
命
ま
た
は
粧
直
械
の
保
援
の
た
め
に
必
M
7
J

な
場
人
ぱ
ー
を
除
い
て
、

に
、
日
児
の
独
斗
守
十
行
川
何
時
門
の
ア
絶
規
制
が
〈
い
士
宮
と
さ
れ
る

性一
T
tじ
き
る
と
い
う
同
cm
判
決
の
越
己
円
を
一
認
1

〕
て
い
る
。

中
絶
を

に
は
、
例
外
規
ど
が
必
要
こ
い
ミ
こ
y
、
ピ
な
る
。
と
の
？
？
、
州
法
は
そ
の
よ
う
な
例
外
視
定
を
欠
い
て
い
十
一
口
次
に
過
h
J

の
負
犯
で
あ

る
。
州
法
け
勺
門
戸
江
戸
何
一

r
E
z
f
zさ
た
の
’
w～3弐
は
、
主
質
的
に
治
山
ん
の
独
μ

烹トハいい

3
…
出
一
以
前
に
用
い
ら
れ
る
中
絶
方
法
ま
で
も
禁
止
す

る
も
の
で
あ
h
、
州
法
は
中
絶
な
む
与
す
ヘ
て
の
久
竹
に
道
民
の
負
担
を
諒
一
α2
も
の
で
み
る
／
）
い
う
。

（

γ
E
N
L
m
d
〈
（
ミ
プ

F
E
で
は
、
妊
似
の
爺
？
リ
メ
ス
タ
l
M
U
m
に
お
い
て
用
L
ら
れ
ξ
、
払
知
県
宝
切
苦
し
て
了
々
か
ら
抗
出
す
る

5
2二
出
向
方
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
を
栄

H
し
た
述
店
法
の

p
z判
決
に
お
い
こ
一
小
さ
れ
た
何
言
判
決
心

c
F
J
3
2一
：
品
川
門
官
の
法
廷
誌
は
は

つ
の
基
本
的
判
桁
喜
一
再
確
認
す
る

d

治
一
に
、
久
性
は

州いい
I

久
性
の
中
ム
叩
13

胎
児
の
仙
叩
ハ
【
リ
宇
F

任
以
川

r

お
い
て
、
何
！
か
ら
の
介
入
公
く
小
花

F
Iう
権
利
を
有
す
る
と
い
う
こ
1
r

第
二
に
、
佐
児
の
独
！
リ
ル
ー
右
以
降
、

下
人
び
健
康
、
？
ー
宅
っ
く
す
る
妊
娠
に
つ
い
て
例
州
規
定
が
あ
れ
ば
、
中
絶
ど
禁
止
す
る
二
と
が
で
き
る
L
Y

い
う
ご
と
c

第
一
に
、
刊
は
、

J

氏
が
い
の
管
一
皮
J
除
川
忠
心
主
へ
叩
を
保
護
す
全
「
ψ
ー
な
刊
校
J
Y
f
守
す
る
1
J

い
う
こ
と
で
あ
る
い
引
に
、
重
山
弘
、
ぷ
、
り
が
第
一
で
あ
る
「

V

胎
況
の

片
〈
唱
を
保
護
ず
る
政

iHの
正
当
な
利
以
を
判
断
「
る
に
深
い
て
、
規
制
の
ド
的
1
た
は
効
汲
？
っ
I

比
性
に
と
り
妥
質
的
な
防
中
L
f

な
る
な

.:cムード設のもとでのい15王侯立

パドて
1

之、」心

ムJ
P

以
爪
叫
ん
ー
は
の
色
円
相
ヲ
と
な
る
が
、
f

民
性
に
と
り
実
質
的
な
防
宇
一
と
ん
＆
ら
な
い
な
ら
ば
過
没
の
一
負
担
、
と
は
な
ら
な
い

円
L

去
の
草
川
叫
け
が
泊
以
一
き
れ
る

そ
J

て
、
任
件
に
bι

ま
ず

述
れ
法
が
地
孔
ト
ル
広
汎
で
文
和
上
古
主
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
υ

述
邦
法
が
禁

j
fる
の
は
、
三
ヘ
ピ
d
F

｛）
K
L
J
だ
け
で

山
必
見
t
拾
が
A
L
庄
の
負
担
や
耕
一
5
か
ど
う
か
に
つ
い

丈
向
上
注
焦
で
は
な
い
と
し
た

U

次
に
、

占
め
っ
亡
、
連
邦
法
は
不
問
確
と
は
日
く
、

て
で
為
る
。
ま
ず
、
述
，
司
法
の
司
的
は
治
川
町
ー
の
生
命
の
保
寺
内
で
あ
川
、
、
ア
れ
は
け
ム
コ
な
門
的
C
占
め
る
、
と
し
り
に
。
次
に
、
母
体
の
佐
点
字
一

－
w

う
例
外
規
む
に
つ
レ
て
も
、
連
市
法
に
は
そ
の
よ
う
な
例
外
出
J
止
は
介
荘
し
な
い
か
、
［
か
し
、
が
件
の
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r日

叫
ん
は
は
ゆ
一
れ
い
巾
’
過
皮
の
負
担
に
は
な
つ
な
い
と
し
う
）
？
た
切

川一》一
E
5
2一一
J
2
2
7
p－己
0
引

Z
C
3
7雪
4
4
J
L
2ぐ
同

i

一コ間一戸コハ一）

E
は
、
ん
八
性
の
廿
陀
品
慌
を
i
人
質
的
に
な
又
ノ
ノ
＼
「
る
な
ら
ば
違
憲
で
あ
る
と
い
う
一
こ
を

F
提
1

「
／
て
き
た
六
本
が
け
の
場
合
、
そ
の
よ
う

J、
円問

入
池
内
院
を
ι？
と
き
で
匂
か
に
つ
い
て
は
医

2γ
ー
の
f
h

確
j

大
性
が
存
在
す
る
伴
内
山
了
上
の
ふ
確
実
性
子
存
在
ず

J

ゃ
く
さ
、
氾
交
の
負
初
、
ニ

な
ら
白
い
こ
す
る
こ
と
は
先
日
間

Y
1
f
Rす
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
に
、
活
常
の
ロ
除
問
は
禁
tH
き
れ
ず
お
ら
ず
、
ま
た
、

5
2
2
c
h昨
何

が
必
官
以
場
台
で
も
仙
の
方
法
｛
℃
亡
リ
代
替
す
る
戸
一
と
に
よ
〉
て
も
、

、
｝
心
礼
治
は
支
汗
さ
れ
る
乙

こ
の
よ
h

つ
に

判
決
は
（
，
E
F
J

内
決
に
却
1
て、

山
も
に
そ
れ
が
地
陥
ほ
の
負
担
を
訓
押
す
と
し

例
外
川
尻
定
正
な
い
場
合
、

て
レ
ド
門
別
、
（
守
口
主
主
判
決
以
例
外
出
』
ど
が
な
く
と
も
実
質
的
以
降
六
が
が
荘
し

の
れ
ハ
担
ー
と
は
な
ら
な
い
司
と
い
う

判
決

判
決
と
は
咲
な
る
枠
組
み
士
総
不
し
た
の

以
ニ
で
伶
－
れ
し
て
き
た
過
度
C
負
住
7

ヌ
ド
は
、
中
μ
犯
の
白
色

と
り
、
ど
の
工
う
な
転
女
合
一
’
わ
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
c

門
店
内
可
判
決
に
お
け
る
過
度
の
負
担
士
人
ト
（
り
採
用
村
、
門
戸
《
高
判
決
で
認
め
ら
れ
た
咋
絡
が
之
本
的
祁
刊
で
あ
っ
て
、
p
d

の
制
約
内

は
JM品
同
情
脊
査
い

mdG明
さ
れ
る
と
い
う
部
分
は
放
棄
さ
れ
た
こ
と
を
意
味

rる
。
コ
ま
れ
、
過
度
の
臼
（
折
、
U
L
ノ
ヌ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
牛

組
の
事
例
に
お
い
て
い
巾
い
ら
れ
て
き
た
従
ポ
の
実
体
的
一

r
f
・7
ロ
セ
ス
と
は
虫
、
な
る
も
の
で
あ
る
c

過
茂
心
白
羽
テ
ス
は
、

P
1
3
判
決
に
見
ら
れ
る
」
弐
に
「
人
的
竹
の
尊
厳
お
よ
び
自
律
に
と
り
お
心
的
な
選
択
」
い
関
わ
る
制
域
、
？
な
わ
ち
、
私
的
領
域

を
似
J

平凡一

zqー
も
の
く
し

過
皮
の
行
犯
ア
ス
卜
の
特
徴
は
、
尚
一
皮
の
勺
斗
ハ
担
を

1

中
維
を
行
、
ぺ
yu

ず
る
久
性
に
対
L
て
一
市
大

z叫
降
宍
J
W
－
諌
「
リ
的
あ
る
い
は
効
県
を
む
「
る
も
の
こ
戸
三
一
〆
て
い
る
こ
〈
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
作
停
の
税
制
日
的
お
民
び
効
果

U

こ
り
白
、
に
つ
い
て
、
円
以
内
－
2

は
、
「

z
V
｝審ん
H
I
J
て
い

の
ρ
1
2
抑
テ
ス

i
は、

黒
木
的
権
利
に
間
一
し
れ
る
法
行
心
背
法
院
に
あ

の
審
査
会
心
品
川
計
二
Q
L

こ
い
h
u
ヴて

L
亡
、
指
吹
け
負
担
一
f

ス
I
D
本
来
日
役
一
部
は
、
中
泊
。
寸
7
な
立
科
い
に
か
か
わ
る
領
域

に
お
レ

t
、
多
数
有
ぽ
自
ら

ι考
え
を
に
円
九
性
に
は
4
制

rJる
こ
と
は
託
さ
れ
ず
、

道
徳
的
動
機
に
基
づ
レ
て
制
定
さ
れ
心
法
作
土
排
除
す
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る
こ
と
に
…
勺
守
こ
の
上
う
に
、
決
悼
の
規
制
ド
ト
問
主
審
査
ず
る
ミ
ζ

に
件
l

一
い
な
当
て
る
泊
定
の
臼
（

H
J
ス
ト
は
、
権
限
ア
ブ
口
！
？

と
適
台
的
で
為
る
と
い
え
も
三
つ
」

以
卜
込
て
き
た
よ
う
に
、
支
件
的
デ
1

・7
口
ヤ
ス
に
問
ず
る
近
時
の
判
例
は
、
？
号
2
M
三
判
此
や
過
皮
の
宍
担
一
ノ
ス
ト
に
見

ら
’
れ
る
－
寸
つ
に
、
介
入
の
審
公
正
作
庁
J

／一中
i
て
る
も
の
で
あ
Q
U
L
f
引
っ
亡
、
権
限
ア
。
フ
ロ

i
tノ
は
、
長
体
的
つ

1
i
・7
ロ
ヒ
ス

の
近
山
川
の
叩
叶
杭
4
r
判リハ
U
z
出
に
一
品
川
一
0
2

ヅ
ヲ
一
と
が
で
き
る
よ
ト
つ
に
泣
わ
れ
る

U

~ 

ノ＼

-1 

ひ

正f

こ
れ
ま
で
枚
百
し
て
き
た
よ
う
に
、
権
限
γ
ブ
づ

1
ヂ
は
、
裁
判
立
の
実
い
的
缶
値
判
断
が
問
題
1
r
G
る
列
弔
さ
れ
て
い
は
い
枠
利

お
よ
び
中
l
等
の
ι一
収
減
に
妥
当
す
る
こ
「
や
不
し
て
き
た
へ
そ
L
て
、
梧
限
ア
ブ
汀

1
ヂ
は
、
権
利
む
実
体
で
は
な
く
、
そ
れ
を
制
約
す

る
政
府
の
権
限
〈
介
一
人
）

から一
f

プ一

71Jー
す
る
こ
？
と
で
、
放
刈
官
心
安
体
的
制
依
判
断
な
阿
波
す
る
つ
つ
j
り
、
権
限
ア
プ
コ

i
tノ

の
も
と
で
の
裁
判
し
れ
の
役
割
円
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
持
利
？
ピ
創
出
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
政
府
の
介
へ
り
ん
U

中
皿
住
の
判
断
に
限
定
さ

.:cムード設のもとでのい15王侯立

れ
る
こ
〉
に
な
る
政
作
の
介
入
り
山
円
憲
性
の
判
問
は
、
裁
判
官
の
実
体
的
価
値
判
断
に
比
べ

に
制
約
さ
れ
に
も
の
で
あ
る
ご

裁
判
宮
市
＼

み
ず
か
ら

う
に
裁
判
庄
の
役
訴
え
介
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